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モ
ラ
エ
ス
判
事
が
標
的
に

リ
ア
、
韓
国
、
Ｅ
Ｕ
に
つ
い

て
は
「
関
税
適
用
条
件
に
交

渉
の
余
地
あ
り
」
と
し
て
、

適
用
を
４
月
３
０
日
ま
で
延

期
し
て
い
た
。
メ
キ
シ
コ
と

カ
ナ
ダ
は
、
３
月
初
旬
の
時

点
で
は
関
税
対
象
国
か
ら
外

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
恒
久
的

な
も
の
で
は
な
く
、
北
米
自

由
貿
易
協
定（
Ｎ
ａ
ｆ
ｔ
ａ
）

の
枠
組
み
の
中
で
交
渉
し
て

い
る
。

　

米
国
は
伯
国
鉄
鋼
の
最

大
の
輸
出
先
で
、
関
税
が

そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
と
、

１
１
億
ド
ル
の
損
失
を
被

る
。

　

韓
国
は
既
に
、
対
米
輸
出

量
を
、
過
去
３
年
の
平
均
輸

入
量
の
７
割
以
下
に
抑
え
る

こ
と
と
、
米
国
産
自
動
車
へ

の
市
場
開
放
に
同
意
し
、
関

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
の
逮
捕
と
受
刑
を
受
け
、労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
と
連
邦
政
府
が
、

最
高
裁
に
対
し
て
「
２
審
有
罪
後
の
刑
執
行
」
に
反
対
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
は

じ
め
て
い
る
と
、
１
３
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

た
こ
と
で
国
民
か
ら
も
非
難

さ
れ
、４
日
の
裁
判
時
も「
刑

執
行
は
３
審
有
罪
後
」
と
い

う
見
解
を
表
明
し
た
メ
ン
デ

ス
判
事
が
、
こ
の
前
日
に
テ

メ
ル
大
統
領
と
会
食
を
行
っ

た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い

る
。
メ
ン
デ
ス
判
事
は
そ
の

席
で
、
冗
談
が
て
ら
、「
モ

ラ
エ
ス
氏
を
国
防
相
に
指
名

す
れ
ば
、
最
高
裁
か
ら
外
す

こ
と
が
で
き
る
」
と
の
発
言

も
行
っ
た
と
い
う
。

　
「
２
審
有
罪
で
刑
執
行
」

の
問
題
は
ル
ー
ラ
氏
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
政
治
家

全
体
の
問
題
で
も
あ
る
。
で

き
る
だ
け
逮
捕
を
逃
れ
た
い

彼
ら
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

弁
護
士
会
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
が
支

持
す
る
「
控
訴
の
可
能
性
が

消
滅
し
た
時
点
で
刑
執
行
」

で
恩
恵
を
受
け
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
自
身
は
現

時
点
で
裁
判
は
抱
え
て
い
な

い
が
、
長
年
の
友
人
２
人
が

港
湾
条
例
に
ま
つ
わ
る
贈
収

賄
工
作
容
疑
で
逮
捕
、
告
発

さ
れ
て
お
り
、
大
統
領
就
任

　

１
０
日
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ

ラ
イ
ス
州
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン

テ
で
、
６
４
歳
の
女
性
が
初

め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し

て
、
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

１
３
日
付
ア
ゴ
ー
ラ
紙
に
よ

る
と
、
ノ
ル
マ
・
マ
リ
ア
・

デ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
さ
ん
は

長
年
検
察
官
と
し
て
働
い
て

後
３
度
目
と
な
る
、
下
院
で

の
告
発
受
け
入
れ
か
否
か
の

投
票
が
避
け
ら
れ
そ
う
に
な

い
な
ど
、
身
辺
は
穏
や
か
で

は
な
い
。

　

そ
ん
な
中
、
最
高
裁
で
は

１
２
日
、
ル
ー
ラ
政
権
の
財

相
で
ジ
ウ
マ
政
権
で
も
官
房

長
官
を
務
め
た
Ｐ
Ｔ
の
元
要

人
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
ロ
ッ

シ
被
告
が
提
出
し
た
、「
拘

束
期
間
延
長
」
と
の
観
点
か

ら
の
釈
放
を
求
め
る
訴
状
に

関
す
る
投
票
が
行
わ
れ
、
４

対
７
で
却
下
さ
れ
た
。
反
対

票
に
は
モ
ラ
エ
ス
判
事
の
も

の
も
含
ま
れ
、
メ
ン
デ
ス
判

事
は
賛
成
だ
っ
た
。
同
被
告

は
昨
年
７
月
に
１
審
で
有
罪

判
決
を
受
け
た
が
、
１
６
年

「
２
審
有
罪
で
刑
執
行
」判
断
で

税
適
用
を
免
れ
て
い
る
。

　

伯
国
か
ら
米
国
に
輸
出
さ

れ
る
鉄
鋼
製
品
は
８
割
が
半

製
品
で
、
米
国
企
業
は
そ
れ

を
使
っ
て
製
品
を
作
っ
て
い

る
こ
と
や
、
伯
国
は
米
国
か

ら
１
０
億
ド
ル
分
の
鉄
鋼
加

工
用
石
炭
を
輸
入
し
て
い
る

こ
と
、
伯
国
企
業
は
米
国
に

投
資
を
行
っ
て
お
り
、
雇
用

も
創
出
し
て
い
る
こ
と
、
伯

米
間
の
貿
易
収
支
は
米
国
の

黒
字
で
あ
る
こ
と
も
、
ロ
ス

長
官
は
理
解
し
て
い
る
。

　

ロ
ス
長
官
は
、「
米
国
企

業
に
働
き
か
け
、
伯
国
を
関

税
対
象
か
ら
外
す
よ
う
に
米

商
務
局
に
対
し
て
要
請
さ
せ

れ
ば
ど
う
か
」
と
の
助
言
さ

え
し
た
が
、
そ
の
手
続
き
は

ア
メ
リ
カ
大
陸
諸
国
の
首
脳

が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
米
州

首
脳
会
議
（
リ
マ
、
１
３
〜

１
４
日
）
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た
。

　

米
国
は
、３
月
初
旬
に「
３

月
２
３
日
付
で
、
鉄
鋼
製
品

に
２
５
％
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

に
１
０
％
の
関
税
を
課
す
」

と
発
表
し
た
が
、
伯
国
や
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ

　
【
既
報
関
連
】
ア
ロ
イ
ジ

オ
・
ヌ
ネ
ス
外
相
は
、
１
２

日
に
ペ
ル
ー
の
リ
マ
で
米
国

の
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
ロ
ス
商
務

長
官
と
会
談
し
、「
伯
国
か

ら
米
国
へ
輸
出
す
る
鉄
鋼
、

ア
ル
ミ
製
品
へ
の
関
税
を
恒

久
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、

自
発
的
に
輸
出
量
を
制
限
す

る
こ
と
に
同
意
し
、
輸
出
量

の
制
限
値
を
設
定
す
る
事
が

必
要
」
と
告
げ
ら
れ
た
と
、

１
３
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ

た
。

　

両
者
の
会
合
は
、
南
北

輸
出
量
制
限
を
求
め
る
米
国

ゴ
イ
ア
ス
州
で
予
防
接
種
開
始

粘
り
強
い
交
渉
の
継
続
が
必
要

複
雑
な
上
、
商
務
局
は
既
に

７
０
０
件
の
請
願
で
あ
ふ
れ

て
い
る
と
い
う
。
伯
国
製
品

を
関
税
対
象
か
ら
外
す
た
め

に
は
、
伯
国
製
品
は
米
国
産

業
に
と
っ
て
本
質
的
に
重
要

で
、
米
国
産
の
製
品
で
は
代

替
出
来
な
い
事
を
証
明
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

伯
国
政
府
は
、
今
の
と
こ

ろ
、
自
主
的
な
輸
出
量
制
限

に
も
別
品
目
で
の
譲
歩
に
も

難
色
を
示
し
て
い
る
が
、
粘

り
強
く
交
渉
し
、
関
税
免
除

期
間
の
終
わ
る
４
月
末
ま
で

に
は
合
意
を
結
ぶ
事
が
出
来

る
と
信
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ロ
ス
長
官
も
、
仮

に
交
渉
が
４
月
中
に
成
立
せ

ず
、
５
月
か
ら
関
税
が
適
用

さ
れ
た
と
し
て
も
、
５
月
以

降
に
交
渉
が
成
立
す
れ
ば
、

米
国
は
、
交
渉
成
立
前
の
課

税
分
の
補
償
に
応
じ
る
構
え

を
見
せ
た
。

権
で
大
統
領
府
事
務
局
長
を

務
め
た
ジ
ル
ベ
ル
ト
・
カ
ル

ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
が
１
２
日
、

ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・

モ
ラ
エ
ス
判
事
、
ジ
ウ
マ
ー

ル
・
メ
ン
デ
ス
判
事
と
会
合

を
行
っ
た
と
い
う
。

　

Ｐ
Ｔ
が
狙
い
を
つ
け
て
い

る
の
は
モ
ラ
エ
ス
判
事
だ
。

同
判
事
は
テ
メ
ル
大
統
領
時

代
の
法
相
で
、
最
高
裁
へ
の

指
名
も
テ
メ
ル
氏
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初

は
「
政
治
家
寄
り
の
判
断
を

す
る
の
で
は
」
と
目
さ
れ
て

い
た
。
だ
が
、
判
事
就
任
後

は
法
相
時
代
同
様
、
検
察
や

連
邦
警
察
寄
り
の
判
断
を
多

く
行
い
、
４
日
も
ル
ー
ラ
氏

の
人
身
保
護
令
適
用
に
反
対

票
を
投
じ
た
。

　

政
治
家
や
企
業
家
に
人
身

保
護
令
を
大
量
に
適
用
さ
せ

アロイジオ・ヌネス外相
（Fabio Rodrigues Pozzebom/Agência Brasil）

モラエス判事
（Rosinei Coutinho/SCO/STF）

パ
ロ
ッ
シ
の
釈
放
は
却
下
に

インフルエンザ

９
月
の
予
備
拘
束
後
の
出
獄

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
最

高
裁
は
１
１
日
も
人
身
保
護

令
適
用
を
却
下
し
て
お
り
、

パ
ロ
ッ
シ
被
告
は
２
日
連
続

の
敗
訴
と
な
っ
た
。

き
た
が
、
６
３
歳
の
時
、
出

産
へ
の
強
い
思
い
を
感
じ
、

伴
侶
の
精
子
を
ド
ナ
ー
か
ら

の
卵
子
と
体
外
受
精
さ
せ
、

妊
娠
の
手
続
き
を
取
っ
た
。

高
齢
故
に
母
子
共
に
健
康
面

が
心
配
さ
れ
た
が
、
通
常
よ

り
早
い
３
３
週
目
で
帝
王
切

開
。
生
ま
れ
て
き
た
女
の
子

は
１
７
０
０
グ
ラ
ム
と
小
柄

だ
が
、
母
子
共
に
健
康
だ
と

い
う
。
偏
見
か
ら
高
齢
出
産

を
批
判
す
る
声
も
少
な
く
な

い
よ
う
だ
が
、
ノ
ル
マ
さ
ん

自
身
は
気
に
せ
ず
に
い
く
と

い
う
。
親
子
揃
っ
て
の
幸
せ

を
願
い
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
欧
州
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
準
決
勝
の

組
み
合
わ
せ
が
１
３
日
に
発

表
さ
れ
、レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ッ

ド
対
バ
イ
エ
ル
ン
・
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
対
Ａ

Ｓ
ロ
ー
マ
の
対
戦
と
な
っ

た
。
バ
イ
エ
ル
ン
・
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
を
除
く
３
チ
ー
ム
に
は

い
ず
れ
も
、
セ
レ
ソ
ン
の
主

力
選
手
が
所
属
す
る
。
レ
ア

ル
の
マ
ル
セ
ロ
と
カ
ゼ
ミ

ロ
、
ロ
ー
マ
の
ア
リ
ソ
ン
、

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
フ
ィ
ル

ミ
ー
ノ
に
は
注
目
し
た
い
。

ネ
イ
マ
ー
ル
が
怪
我
で
も
、

欧
州
の
強
豪
で
活
躍
す
る
選

手
が
こ
れ
だ
け
多
い
の
は
頼

も
し
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
日
未
明
に
聖
市
セ
ー

区
の
教
会
、
パ
テ
オ
・
ド
・

コ
レ
ジ
オ
の
建
物
の
正
面
に

大
き
な
落
書
が
施
さ
れ
、
市

民
の
間
で
大
き
な
波
紋
を
呼

ん
で
い
る
が
、
１
２
日
、
警

察
は
５
人
い
る
と
目
さ
れ
て

い
る
犯
人
の
う
ち
の
２
人
と

見
ら
れ
る
夫
婦
を
逮
捕
し

た
。
こ
の
夫
婦
は
防
犯
カ
メ

ラ
に
姿
が
映
っ
て
い
た
２
人

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
犯
行
の

動
機
な
ど
は
こ
れ
か
ら
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

大
統
領
候
補
の
ジ
ャ
イ
ー

ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
１
２

日
に
ロ
ラ
イ
マ
州
で
講
演
を

行
い
、
先
住
民
保
護
区
を
経

済
的
目
的
で
開
発
す
る
こ
と

や
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
を
作
り
た
い
な

ど
と
発
言
し
、
物
議
を
か
も

し
た
。
１
３
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
遊
説
先

の
ロ
ラ
イ
マ
州
ボ
ア
・
ヴ
ィ

ス
タ
で
講
演
を
行
っ
た
が
、

そ
こ
で
先
住
民
の
土
地
の
開

発
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
難
民
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
意
欲
を

見
せ
る
発
言
を
行
っ
た
。

　

ロ
ラ
イ
マ
に
も
か
な
り
の

面
積
の
先
住
民
保
護
区
が
あ

り
、
経
済
目
的
で
の
開
発
は

環
境
保
護
の
立
場
か
ら
国
際

的
に
反
対
が
強
い
。
昨
年
９

月
に
は
、
テ
メ
ル
大
統
領
が

開
発
の
た
め
の
法
案
を
取
り

下
げ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら

の
難
民
に
関
す
る
言
及
は
、

極
右
主
義
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

が
、
伯
国
の
労
働
者
党
（
Ｐ

Ｔ
）
の
支
持
を
得
て
い
る
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
左
翼
独
裁
政
権

批
判
を
念
頭
に
お
い
た
受
け

入
れ
発
言
の
よ
う
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
人
は
兄
弟
だ
が
、
現

在
の
よ
う
に
、
州
民
た
ち
と

の
間
に
問
題
を
引
き
起
こ
す

よ
う
な
あ
り
方
は
よ
く
な
い

と
し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
設

け
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

　

ロ
ラ
イ
マ
州
は
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
と
国
境
を
接
し
て
い
る
た

め
、
同
国
か
ら
の
難
民
が
急

増
中
で
、
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ

だ
け
で
も
４
万
人
を
超
え
る

規
模
と
な
っ
て
い
る
。
同
州

民
と
難
民
と
の
間
で
は
緊
張

関
係
が
生
ま
れ
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
人
を
他
州
に
振
り
分
け
る

作
業
も
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

保
健
省
が
行
う
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
２
３
日
に
始
ま
る

が
、
ゴ
イ
ア
ス
州
で
は
１
３

日
に
始
ま
り
、
長
蛇
の
列
が

で
き
た
と
１
３
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
な
ど
が
報
じ
た
。

　

予
防
接
種
が
前
倒
し
さ
れ

た
の
は
、
同
州
で
は
Ｈ
１
Ｎ

１
型
の
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
お

り
、
１
０
日
現
在
で
Ｈ
１
Ｎ

１
患
者
（
重
症
者
の
み
）
が

６
４
人
、
内
８
人
が
死
亡
し

た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
ま
た
、
１
２
日
に
は
９

人
目
の
死
者
確
認
と
の
報
道

も
あ
り
、
予
防
接
種
へ
の
関

心
は
高
か
っ
た
。

　

ゴ
イ
ア
ニ
ア
大
都
市
圏
で

は
、
予
防
接
種
初
日
の
１
３

日
は
朝
２
時
か
ら
並
ん
だ
人

も
お
り
、
各
地
で
長
蛇
の
列

が
で
き
た
と
い
う
。

　

ゴ
イ
ア
ス
州
で
の
予
防
接

種
は
、
１
３
日
〜
５
月
２
０

日
が
６
０
歳
以
上
の
高
齢
者

と
医
療
関
係
者
、
心
臓
疾
患

や
重
度
の
呼
吸
器
疾
患
、
糖

尿
病
や
肝
炎
な
ど
の
慢
性
疾

患
の
あ
る
人
、
２
３
日
〜

２
７
日
が
妊
婦
と
出
産
後

４
５
日
以
内
の
人
、
生
後
６

カ
月
〜
５
歳
の
子
供
、
３
０

日
〜
５
月
１
１
日
が
教
師
、

全
国
一
斉
の
予
防
接
種
推
奨

日
の
５
月
１
２
日
と
１
４

日
〜
６
月
１
日
は
全
て
の
グ

ル
ー
プ
が
対
象
だ
。
先
住
民

と
刑
務
所
の
囚
人
は
全
期
間

中
、
接
種
が
受
け
ら
れ
る
。

　

他
の
州
や
連
邦
直
轄
区
で

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
２
３
日

〜
６
月
１
日
で
、
対
象
者
は

ゴ
イ
ア
ス
州
の
例
に
準
ず
る

が
、
日
程
は
州
や
市
毎
に
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
年
の
予
防
接
種
は
、
Ａ

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
１

Ｎ
１
と
Ｈ
３
Ｎ
２
の
２
種
）

と
Ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

混
合
型
だ
。
Ｈ
３
Ｎ
２
は
昨

年
の
香
港
型
に
代
わ
り
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
型
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。

　

保
健
省
に
よ
る
と
、
７
日

現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患

者
（
重
症
例
）
は
、
２
８
６

人
（
死
者
４
１
人
）
だ
。
内

訳
は
、
Ｈ
３
Ｎ
２
型
７
１

人
（
１
２
人
）、
Ｈ
１
Ｎ
１

型
１
１
７
人
（
１
６
人
）、

未
特
定
の
Ａ
型
４
６
人
（
７

人
）、
Ｂ
型
５
２
人
（
６
人
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
保
健
省
は
、
昨
年

の
７
月
１
日
か
ら
今
年
の
４

月
１
０
日
ま
で
の
黄
熱
病

の
患
者
は
１
１
２
７
人
、
死

者
は
３
３
１
人
に
達
し
た
事

も
報
告
し
て
い
る
。
前
年
同

期
の
患
者
は
７
１
２
人
、
死

者
は
２
２
８
人
だ
っ
た
か

ら
、
患
者
数
、
死
者
数
共
に

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る

が
、
予
防
接
種
実
施
率
は
、

リ
オ
州
４
０
・
９
％
、
聖
州

５
２
・
４
％
、
バ
イ
ア
州

５
５
％
と
芳
し
く
な
い
。
聖

州
で
の
予
防
接
種
は
５
月
末

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
地
理
統
計

院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
１
２
日

に
発
表
し
た
月
次
商
業
調
査

に
よ
る
と
、
２
月
の
小
売
業

の
売
上
は
前
月
比
０
・
２
％

減
を
記
録
し
た
と
、
１
３
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

市
場
関
係
者
た
ち
の
予
測

し
て
い
た
平
均
０
・
６
５
％

増
を
下
回
り
、「
伯
国
経
済

の
回
復
速
度
は
遅
い
」
と
い

う
見
方
を
補
強
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

１
、２
月
は
小
売
業
の
売

上
以
外
の
経
済
指
標
も
芳
し

く
な
い
た
め
、「
今
年
の
国

内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
３
％

成
長
は
難
し
い
」
と
の
見
方

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

経
済
刺
激
策
で
あ
る
、
経

済
基
本
金
利（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）

の
更
な
る
引
き
下
げ
を
求
め

る
声
も
高
ま
っ
て
い
る
が
、

大
統
領
選
の
行
方
が
不
透
明

な
こ
と
や
、
最
近
の
レ
ア
ル

安
傾
向
が
、
思
い
切
っ
た
引

き
下
げ
を
難
し
く
さ
せ
る
と

見
る
識
者
も
い
る
。

　

投
資
顧
問
会
社
リ
オ
・

ジ
ェ
ス
ト
ン
・
デ
・
レ
ク
ル

ソ
ス
社
の
経
済
分
析
員
ベ
ル

ナ
ル
ジ
・
ゴ
ニ
ン
氏
は
、「
５

月
の
引
き
下
げ
は
有
り
得
る

が
、
６
月
も
続
け
て
下
げ
る

の
は
難
し
い
。
５
月
に
６
・

２
５
％
に
引
き
下
げ
た
後

は
、
年
末
ま
で
そ
の
ま
ま
だ

ろ
う
」
と
語
る
。

　

２
月
に
は
、「
小
売
業
」

の
８
部
門
の
内
、
４
部
門
で

前
月
比
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し

た
。「
小
売
業
」に「
自
動
車
」、

「
建
設
資
材
」
の
２
部
門
を

加
え
た
「
拡
大
小
売
業
」
の

売
上
は
、「
自
動
車
」
が
２
・

５
％
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
こ
と

で
、
全
体
で
―
０
・
１
％
に

止
ま
っ
た
。

　

伯
国
み
ず
ほ
銀
行
主
席
戦

略
研
究
員
の
ル
シ
ア
ー
ノ
・

ロ
ス
タ
グ
ノ
氏
は
、
２
月
の

マ
イ
ナ
ス
は
一
過
性
で
あ
る

可
能
性
を
認
め
な
が
ら
も
、

「
景
気
回
復
の
ペ
ー
ス
は
遅

く
、
今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
高
く
て
も
３
％
だ
ろ
う
」

と
し
た
。
同
氏
は
２
・
８
％

の
成
長
と
予
測
し
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

4月13日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.4239  R$
買　3.4223  R$

円相場
売　0.0319  R$
買　0.0319  R$

連邦政府が最高裁に圧力
　
「
２
審
有
罪
で
刑
執
行
か

否
か
」
の
判
断
は
現
在
、
最

高
裁
で
も
意
見
が
分
か
れ
て

い
る
議
題
で
、
１
６
年
１
０

月
の
同
件
に
関
す
る
判
事
投

票
と
、
４
日
の
ル
ー
ラ
元
大

統
領
の
人
身
保
護
令
適
用
か

否
か
の
投
票
は
、
ど
ち
ら
も

６
対
５
と
接
戦
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
Ｐ
Ｔ
は
、
４
日
の

審
理
以
前
か
ら
行
っ
て
い

た
、
最
高
裁
判
事
の
考
え
を

覆
す
方
策
を
強
化
し
は
じ
め

た
と
い
う
。
エ
ス
タ
ー
ド
紙

に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｔ
聖
州
支
部

長
で
１
０
月
の
聖
州
知
事
選

候
補
で
も
あ
る
ル
イ
ス
・
マ

リ
ー
ニ
ョ
氏
と
、
ル
ー
ラ
政

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
、保
護
区
開
発
で
物
議

ベ
国
難
民
受
入
れ
前
向
き
発
言
も

他
の
地
域
・
州
は
２
３
日
か
ら

ＰＴ
鉄鋼関税問題

伯
外
相
と
米
商
務
長
官
が
会
談

（２）２０１８年 第４９７７号 ４月 １４日 （土曜日）

ロライマ州

前
月
比
―
０
・
２
％
を
記
録

今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
予
測
に
影
響
も

２月伯国小売



　

現げ
ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
最さ

い

高こ
う

の
碩せ

き

学が
く

の
一ひ

と

人り

、
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち
・
上

じ
ょ
う

智ち

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
８
５
歳さ

い

の
高こ

う

齢れ
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
捏ね

つ

造ぞ
う

報ほ
う

道ど
う

〔
ａ
〕
に
対た

い

し
て
『
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

を
糾た

だ

す

国こ
く

民み
ん

会か
い

議ぎ

』
の
議ぎ

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
日に

本ほ
ん

裁さ
い

判ば
ん

史し

上じ
ょ
う

最さ
い

大だ
い

の

２
万ま

ん

５
千せ

ん

７
百

ひ
ゃ
く

人に
ん

も
の
原げ

ん

告こ
く

団だ
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
集

し
ゅ
う

団だ
ん

訴そ

訟し
ょ
うを
率ひ

き

い
て
い
る
。

　

氏し

の
講こ

う

演え
ん

集し
ゅ
う『
歴れ

き

史し

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う』（
Ｃ
Ｄ
全ぜ

ん

３
巻か

ん

）［
１
］
で

は
、
冷れ

い

静せ
い

な
話は

な

し
ぶ
り
の
陰か

げ

に
、
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

の
た
め
に
言い

わ

れ
な
き
日に

本ほ
ん

の
恥ち

辱じ
ょ
くを
晴は

ら
そ
う
と
す
る
氏し

の
真ま

心ご
こ
ろが
響ひ

び

い
て

く
る
。
氏し

は
こ
う
語か

た

る
。

（
弊へ

い

誌し

で
講こ

う

演え
ん

内な
い

容よ
う

を
文ぶ

ん

章し
ょ
う

化か

し
ま
し
た
が
、
文ぶ

ん

意い

を
損そ

こ

な

わ
な
い
範は

ん

囲い

で
繰く

り
返か

え

し
を
省は

ぶ

く
な
ど
簡か

ん

略り
ゃ
く

化か

し
て
い
ま

す
。）

　
朝あ

さ

日ひ

は
つ
い
に
謝し

ゃ

罪ざ
い

み
た
い
な
事こ

と

を
し
た
け
ど
、
そ
れ
は
主し

ゅ

と
し
て
自じ

分ぶ
ん

の
読ど

く

者し
ゃ

に
謝

あ
や
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
な
。
そ
ん
な
も
の

は
痛い

た

く
も
痒か

ゆ

く
も
な
い
話は

な
しで
ね
。
そ
れ
で
、
ど
う
し
て
も
日に

本ほ
ん

の
恥は

じ

を
雪そ

そ

い
で
も
ら
わ
な
い
と
、
い
か
ん
の
で
す
ね
。・
・
・

　
あ
る
人ひ

と

の
話は

な
しに
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
の

像ぞ
う

の
建た

っ
た
学が

っ

校こ
う

で
は
、
先せ

ん

生せ
い

も
説せ

つ

明め
い

し
た
の
で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

お
子こ

さ
ん
は
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うの
間あ

い
だ、顔か
お

を
上あ

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

と
い
う
報ほ

う

道ど
う

が
あ
り
ま
し
た
。
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

に
そ
ん
な
思お

も

い
を

さ
せ
て
は
、
い
か
ん
の
で
す
よ
。［
Ｄ
ｉ
ｓ
ｋ
３
ー
２
，　
４
：

２
５
］

　
「
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

の
た
め
に
」、
そ
の
無む

私し

の
一い

ち

念ね
ん

が
８
５
歳さ

い

の

老ろ
う

碩せ
き

学が
く

を
動う

ご

か
し
て
い
る
。

「
歴れ

き

史し

戦せ
ん

争そ
う

」
を
斬き

り
返か

え

す

          

～
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち

『
歴れ

き

史し

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

』
か
ら

2015年
ねん

8月
がつ

16日
にち

版
ばん

　

集
し
ゅ
う

団だ
ん

訴そ

訟し
ょ
うの
狙ね

ら

い
を
氏し

は
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。

　
そ
の
趣し

ゅ

旨し

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
蒙

こ
う
む
っ
た
恥は

じ

を
ど
う
し
て
雪そ

そ

ぐ
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
僕ぼ

く

等ら

が
考か

ん
がえ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
社し

ゃ

長ち
ょ
うが

、
ア
メ
リ
カ
で
慰い

安あ
ん

婦ふ

の
像ぞ

う

を
立た

て
て
い
る
市し

の

市し

長ち
ょ
うを
訪た

ず

ね
て
回ま

わ

る
。

　
「
こ
れ
は
こ
の
街ま

ち

に
住す

ん
で
い
る
韓か

ん

国こ
く

系け
い

の
人ひ

と

た
ち
が
い
ろ

い
ろ
言い

っ
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
す
べ
て
私わ

た
しの
新し

ん

聞ぶ
ん

の

イ
ン
チ
キ
記き

事じ

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
」
と
謝

あ
や
ま
っ
て
貰も

ら

う
。

こ
れ
は
効き

く
と
思お

も

う
ん
で
す
よ
。・
・
・
イ
ン
チ
キ
記き

事じ

に
基も

と

づ
い
た
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

な
ん
か
建た

て
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。・
・
・

　
そ
れ
か
ら
国こ

く

連れ
ん

の
人じ

ん

権け
ん

委い

員い
ん

会か
い

に
行い

っ
て
貰も

ら

わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
と
い
う
女じ

ょ

性せ
い

が
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
若わ

か

い

女じ
ょ

性せ
い

を
２
０
万ま

ん

人に
ん

、
拉ら

致ち

し
て
、
天て

ん

皇の
う

の
兵へ

い

隊た
い

の
セ
ッ
ク
ス
・

ス
レ
ー
ブ
（
性せ

い

奴ど

隷れ
い

）
に
し
た
と
批ひ

判は
ん

し
て
い
る
。
そ
し
て
日に

本ほ
ん

の
政せ

い

府ふ

が
言い

っ
て
も
、
ま
だ
取と

り
消け

さ
な
い
。

　
取と

り
消け

さ
せ
る
に
は
、
や
は
り
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
社し

ゃ

長ち
ょ
うに
行い

っ
て

貰も
ら

う
よ
り
、
し
よ
う
が
な
い
。「
あ
な
た
は
日に

本ほ
ん

を
批ひ

判は
ん

さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
根こ

ん

拠き
ょ

に
な
っ
た
の
は
、
す
べ
て
私わ

た
しの
新し

ん

聞ぶ
ん

の
イ

ン
チ
キ
報ほ

う

道ど
う

に
よ
る
も
の
で
す
」
と
言い

っ
て
、
深ふ

か

々ぶ
か

と
頭あ

た
まを
下さ

げ
て
貰も

ら

え
ば
、
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
だ
っ
て
「
い
や
、
そ
れ
で
も
」

な
ど
と
は
言い

え
な
い
。

　
そ
れ
を
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

に
言い

っ
て
も
、
聞き

か
な
い
で
す
よ
。
だ

か
ら
成せ

い

功こ
う

す
る
か
ど
う
か
、
分わ

か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

に
訴う

っ
たえ
ま
す
。
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

命め
い

令れ
い

で
謝

あ
や
ま
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
指し

示じ

を
出だ

し
て
貰も

ら

い
た
い
と
思お

も
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。［
Ｄ
ｉ
ｓ

ｋ
３
ー
２
，
５
：
５
０
］

　

慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

を
建た

て
た
ア
メ
リ
カ
の
市し

長ち
ょ
うや
、
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ

に
、
彼か

れ

ら
の
依い

拠き
ょ

し
て
い
る
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
記き

事じ

は
捏ね

つ

造ぞ
う

で
あ
る

こ
と
を
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
社し

ゃ

長ち
ょ
う

自じ

身し
ん

に
謝あ

や
ま
ら
せ
る
。
こ
う
い
う

相あ
い

手て

の
論ろ

ん

拠き
ょ

を
一ひ

と

言こ
と

で
打う

ち
砕く

だ

く
論ろ

ん

法ぽ
う

を
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
「
斬き

り
返か

え

し
」
と
呼よ

ん
で
い
る
。

　

歴れ
き

史し

戦せ
ん

争そ
う

に
勝か

つ
た
め
に
は
、
百ひ

ゃ
くの
論ろ

ん

よ
り
一ひ

と
つ
の
「
斬き

り

返か
え

し
」
が
有ゆ

う

効こ
う

だ
。
そ
の
分わ

か
り
や
す
い
例れ

い

と
し
て
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
以い

下か

の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　

ベ
ル
リ
ン
で
国こ

く

際さ
い

学が
っ

会か
い

が
あ
っ
た
時と

き

、
お
茶ち

ゃ

の
席せ

き

で
、
あ
る

ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

が
「
原げ

ん

爆ば
く

は
戦せ

ん

争そ
う

を
早は

や

く
終お

わ
ら
せ
て
、
被ひ

害が
い

を

少す
く

な
く
す
る
た
め
に
使つ

か

わ
れ
た
そ
う
で
す
ね
」
と
言い

っ
た
。
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
す
ぐ
に
、
こ
う
斬き

り
返か

え

し
た
。

　
「
戦せ

ん

争そ
う

を
終お

わ
ら
せ
る
た
め
に
、
ど
ん
な
手し

ゅ

段だ
ん

を
使つ

か

っ
て
も

い
い
と
い
う
な
ら
、
毒ど

く

ガ
ス
で
良よ

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

は
ハ
ー
ッ
と
し
て
、「
そ
れ

は
考か

ん
が
え
な
か
っ
た
」。

　

言い

う
ま
で
も
な
く
、
毒ど

く

ガ
ス
は
ナ
チ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

大た
い

量
り
ょ
う

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

に
使つ

か

っ
た
違い

法ほ
う

手し
ゅ

段だ
ん

で
あ
る
。
原げ

ん

爆ば
く

は
そ
の
毒ど

く

ガ
ス
と

同お
な

じ
だ
と
言い

わ
れ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

に
は
返か

え

す
言こ

と

葉ば

が
な
い
。

こ
れ
こ
そ
一ひ

と

言こ
と

で
相あ

い

手て

の
論ろ

ん

を
ぶ
っ
た
切ぎ

る
痛つ

う

烈れ
つ

な
「
斬き

り
返か

え

し
」
で
あ
る
。

　

東と
う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

で
は
、
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

と
同ど

う

様よ
う

に
、

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
南な

ん

京き
ん

で
大だ

い

規き

模ぼ

な
無む

差さ

別べ
つ

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

を
し
た
と
さ
れ
た

が
、
こ
れ
も
歴れ

き

史し

学が
く

的て
き

研け
ん

究き
ゅ
うで
勝

し
ょ
う

負ぶ

が
つ
い
て
い
る
。
弊へ

い

誌し

で

も
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
よ
う
に
〔
ｂ
〕、
南な

ん

京き
ん

学が
っ

会か
い

で
緻ち

密み
つ

な
研け

ん

究き
ゅ
うが
進す

す

め
ら
れ
、
も
は
や
南な

ん

京き
ん

で
２
０
万ま

ん

人に
ん

も
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た
と
公

お
お
や
けの

場ば

で
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
学が

く

者し
ゃ

は
一ひ

と

人り

も
い
な
く
な
っ
た
。

　

台た
い

湾わ
ん

で
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
資し

料り
ょ
うが
出で

て
き
て
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
「
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」

を
最さ

い

初し
ょ

に
報ほ

う

道ど
う

し
た
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人じ

ん

記き

者し
ゃ

は
南な

ん

京き
ん

に
は
お
ら
ず
、
上

し
ゃ
ん

海は
い

で

記き

事じ

を
書か

い
た
こ
と
、
し
か
も
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

府ふ

か
ら
お
金か

ね

を
貰も

ら
っ

て
書か

い
て
い
た
事こ

と

が
判わ

か
っ
て
い
る
。

　

蒋
し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
実じ

っ

際さ
い

の
武ぶ

力り
ょ
く

戦せ
ん

で
は
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

に
全ま

っ
た
く
歯は

が
立た

た

な
か
っ
た
の
で
、
せ
め
て
報ほ

う

道ど
う

戦せ
ん

で
は
勝か

と
う
と
し
た
が
、
支し

那な

人じ
ん

が
言い

っ
た
の
で
は
世せ

界か
い

の
誰だ

れ

も
信し

ん

用よ
う

し
な
い
の
で
、
白は

く

人じ
ん

に
金か

ね

を
渡わ

た

し
て
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

の
記き

事じ

を
書か

か
せ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

自じ

身し
ん

は
、
嘘う

そ

を
つ
き
た
く
な
か
っ
た
ら
し

い
。
南な

ん

京き
ん

か
ら
落お

ち
延の

び
て
、
２
、３
百

び
ゃ
っ

回か
い

も
外が

い

人じ
ん

記き

者し
ゃ

と
会か

い

１
．「
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

に

         

そ
ん
な
思お

も

い
を
さ
せ
て
は
、

         

い
か
ん
の
で
す
よ
」

話わ

を
し
て
、
そ
の
資し

料り
ょ
うも
台た

い

湾わ
ん

に
あ
っ
た
が
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
一い

ち

度ど

も
大だ

い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

を
口く

ち

に
し
て
い
な
い
。

　
も
し
、大だ

い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

な
ん
か
を
言い

う
人ひ

と

が
い
た
ら
、「
あ
な
た
は
、

よ
く
知し

っ
て
ま
す
ね
。
一い

ち

番ば
ん

よ
く
知し

っ
て
い
る
は
ず
の
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

さ
ん
も
、
一い

ち

度ど

も
そ
ん
な
事こ

と

を
言い

わ
な
か
っ
た
。
あ
な
た
は
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

さ
ん
よ
り
も
、
よ
く
当と

う

時じ

の
情

じ
ょ
う

勢せ
い

を
知し

っ
て
い
る
ん
で
す

か
」
と
聞き

い
て
や
り
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
斬き

り
返か

え

さ
な
い
と

い
か
ん
の
で
す
。［
Ｄ
ｉ
ｓ
ｋ
３
ー
２
，
１
９
：
３
６
］

　

日に

本ほ
ん

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
侵し

ん

略り
ゃ
くし
た
、
と
い
う
の
も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
仕し

掛か

け
る
主し

ゅ

要よ
う

な
歴れ

き

史し

戦せ
ん

争そ
う

の
一い

っ

手て

だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
単た

ん

純
じ
ゅ
ん

明め
い

快か
い

な
斬き

り
返か

え

し
が
可か

能の
う

だ
。

　
あ
の
日に

本ほ
ん

を
裁さ

ば

く
た
め
の
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

で
す
ら
も
、
開か

い

戦せ
ん

責せ
き

任に
ん

が
日に

本ほ
ん

に
あ
る
と
は
言い

わ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
判わ

か

り
き
っ
た
話は

な
しで
、
昭

し
ょ
う

和わ

１
２
年ね

ん

７
月が

つ

７
日か

の
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

事じ

件け
ん

で
も
向む

こ
う
か
ら
撃う

っ
て
き
て
、
話は

な
しが
つ
い
て
、
話は

な
しが

つ
い
た
ら
、
ま
た
向む

こ
う
か
ら
撃う

っ
て
き
て
、
と
い
う
よ
う
な

事こ
と

を
何な

ん

度ど

か
繰く

り
返か

え

し
ま
し
て
、
結け

っ

局き
ょ
く、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

に
向む

こ
う

の
地ち

方ほ
う

の
軍ぐ

ん

の
一い

ち

番ば
ん

上う
え

の
人ひ

と

が
正せ

い

式し
き

に
謝

あ
や
ま
っ
て
い
ま
す
よ
。

　
そ
れ
か
ら
、
８
月が

つ

１
３
日に

ち

に
い
き
な
り
上

し
ゃ
ん

海は
い

で
戦せ

ん

争そ
う

が
起お

こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
は
珍め

ず
ら
し
く
、
当と

う

時じ

の
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
虎と

ら

の
子こ

の
飛ひ

行こ
う

機き

が
出で

て
き
て
、
爆ば

く

弾だ
ん

を
落お

と
し
て
い
る
の

で
す
よ
。

　
日に

本ほ
ん

の
船ふ

ね

に
爆ば

く

弾だ
ん

を
落お

と
し
た
ん
で
す
が
、
当あ

た
ら
な
か
っ

た
。
上

し
ゃ
ん

海は
い

の
百

ひ
ゃ
っ

貨か

店て
ん

や
ホ
テ
ル
に
当あ

た
っ
て
、
後の

ち

に
日に

本ほ
ん
へ
の

大た
い

使し

と
な
っ
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
さ
ん
の
お
兄に

い

さ
ん
も
、
そ
の
時と

き

に
死し

ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。
ど
こ
か
ら
見み

て
も
、
１
０
０
％
、

向む

こ
う
の
攻こ

う

撃げ
き

で
あ
る
こ
と
は
皆み

な

、
認み

と

め
て
い
る
。

　
で
す
か
ら
、「
支し

那な

事じ

変へ
ん

を
日に

本ほ
ん

が
始は

じ

め
た
な
ん
て
こ
と
は
、

東と
う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

で
も
認み

と

め
な
か
っ
た
」
と
断だ

ん

言げ
ん

す
れ
ば
、よ
ろ
し
い
。

［
Ｄ
ｉ
ｓ
ｋ
３
ー
２
，
１
４
：
０
５
］

　

開か
い

戦せ
ん

責せ
き

任に
ん

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
後ご

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

に
広ひ

ろ

が
っ
た
支し

那な

事じ

変へ
ん

も
日に

本ほ
ん

の
侵し

ん

略り
ゃ
くと
は
言い

え
な
い
。

　
戦せ

ん

争そ
う

を
起お

こ
し
た
ら
、
戦せ

ん

争そ
う

の
論ろ

ん

理り

で
動う

ご

く
ん
で
す
。
ア

メ
リ
カ
だ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

を
爆ば

く

撃げ
き

し
た
の
を
非ひ

難な
ん

さ
れ
た
ら
、「
ハ

ワ
イ
を
攻こ

う

撃げ
き

し
た
か
ら
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。
戦せ

ん

争そ
う

の
責せ

き

任に
ん

は
お

前ま
え

だ
」
と
言い

う
に
決き

ま
っ
て
ま
す
よ
。

　

支し

那な

人じ
ん

に
も
同お

な

じ
事こ

と

を
言い

っ
た
ら
ど
う
で
す
か
。「
支し

那な

事じ

変へ
ん

は
支し

那な

を
戦せ

ん

場じ
ょ
うに
し
た
け
ど
、
始は

じ

め
た
の
は
手て

前ま
え

た
ち

だ
ぞ
。
侵し

ん

略り
ゃ
くな
ん
か
と
言い

う
な
」
と
。［
Ｄ
ｉ
ｓ
ｋ
２
ー
１
，

１
６
：
２
４
］

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
社し

ゃ

長ち
ょ
う
に

        　
　
　

世せ

界か
い

で
謝あ

や
ま

ら
せ
る

（３） ２０１８年第４９７７号 	 ４月	１４日	（土曜日）

６
．
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
証し

ょ
う

言げ
ん

「
日に

本ほ
ん

が
こ
の
前ま

え

の
戦せ

ん

争そ
う

に
入は

い
っ
た
の
は
、

        

主し
ゅ

と
し
て
自じ 

衛え
い

の
た
め
で
あ
っ
た
」

３
．「
毒ど

く

ガ
ス
で
良よ

か
っ
た
ん
じ
ゃ

          

な
い
で
す
か
」

４
．「
あ
な
た
は
蒋し

ょ
う
介か

い

石せ
き

さ
ん
よ
り
も
、

        

よ
く
当と

う

時じ

の
情じ

ょ
う
勢せ

い

を

        

知し

っ
て
い
る
ん
で
す
か
」

「
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

に
そ
ん
な
思お

も

い
を
さ
せ
て
は
、
い
か
ん
の
で
す
よ
」

　
　
と
の
思お

も

い
で
、８
５
歳さ

い

の
老ろ

う

碩せ
き

学が
く

が
「
歴れ

き

史し

戦せ
ん

争そ
う

」
を
戦た

た
かっ
て
い
る
。

７
．「
あ
あ
、
日に

本ほ
ん

の
マ
ス
コ
ミ
も

         

ひ
ど
い
な
あ
」

　
こ
う
し
て
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

で
は
、
支し

那な

事じ

変へ
ん

の
開か

い

戦せ
ん

責せ
き

任に
ん

を
日に

本ほ
ん

に
押お

し
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
逆ぎ

ゃ
くに
原げ

ん

爆ば
く

投と
う

下か

の
犯は

ん

罪ざ
い

性せ
い

を
問と

わ
れ
る
な
ど
、
支し

離り

滅め
つ

裂れ
つ

の
結け

っ

果か

と
な
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

を
ず
っ
と
見み

て
い
て
、
こ
れ
は

無む

理り

だ
な
、
と
い
う
事こ

と

を
悟さ

と
っ
た
ん
で
す
よ
。
特と

く

に
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

が
起お

こ
り
ま
す
と
ね
。
そ
れ
で
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
途と

中ち
ゅ
うに
、
ウ
ェ
ー

キ
島と

う

で
ト
ル
ー
マ
ン
（
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う）
と
会あ

い
ま
し
て
ね
、「
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

は
や
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
。
こ
れ
は
ち
ゃ
ん
と

（
記き

録ろ
く

に
）
残の

こ
っ
て
い
ま
す
し
、
産さ

ん

経け
い

の
『
正せ

い

論ろ
ん

』
に
出で

た
事こ

と

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
時と

き

、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
勝か

て
な
い
こ
と
に

腹は
ら

が
立た

っ
て
い
た
、
と
い
う
。
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

を
押お

し
ま
く
っ
た
ア
メ

リ
カ
軍ぐ

ん

の
力ち

か
らは
す
ご
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
考か

ん
が
え
る
と
、
な
ぜ
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

で
、
こ
ん
な
に
モ
タ
モ
タ
し
て
い
る
の
か
、
当と

う

時じ

、
大だ

い

学が
く

２
年ね

ん

生せ
い

だ
っ
た
渡わ

た

部な
べ

氏し

も
不ふ

思し

議ぎ

に
思お

も
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
は
後あ

と

で
判わ

か

っ
た
こ
と
だ
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
勝か

た
せ

な
い
と
い
う
策さ

く

謀ぼ
う

が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
決き

め
ら
れ
て
い
た
、
と
い

う
。
港み

な
との
船ふ

ね

を
沈し

ず

め
た
り
、
橋は

し

を
爆ば

く

撃げ
き

す
れ
ば
、
北き

た

か
ら
の

攻こ
う

撃げ
き

を
止と

め
る
の
は
簡か

ん

単た
ん

だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

は
禁き

ん

じ
ら
れ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
そ
れ
な
ら
原げ

ん

爆ば
く

を
使つ

か

わ

せ
て
く
れ
、
と
言い

っ
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
に
罷ひ

免め
ん

さ
れ
た
。

　

弊へ
い

誌し

４
４
１
号ご

う

「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
ス
タ
ー
リ
ン
に
献け

ん

上じ
ょ
うし
た
男お

と
こ
」

〔
ｃ
〕
で
も
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
が
、
当と

う

時じ

、
米べ

い

国こ
く

の
上

じ
ょ
う

層そ
う

部ぶ

で
は
ソ
連れ

ん

の
シ
ン
パ
が
暗あ

ん

躍や
く

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
私わ

た
しは
、
マッ
カ
ー
サ
ー
が
呼よ

び
戻も

ど

さ
れ
て
、
上

じ
ょ
う

院い
ん

の
軍ぐ

ん

事じ

外が
い

交こ
う

委い

員い
ん

会か
い

で
ア
ジ
ア
の
情

じ
ょ
う

勢せ
い

を
語か

た

る
時と

き

は
、
国く

に

に

腹は
ら

を
立た

て
て
い
た
と
思お

も

う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
事こ

と

を

言い

っ
た
の
で
す
ね
。

　
「
我わ

れ

々わ
れ

は
日に

本ほ
ん

を
犯は

ん

罪ざ
い

国こ
っ

家か

と
し
て
決き

め
つ
け
た
。
戦せ

ん

争そ
う

中ち
ゅ
う、
日に

本ほ
ん

を
悪あ

く

魔ま

の
よ
う
に
思お

も
っ
て
戦

た
た
か
っ
た
。
本ほ

ん

当と
う

は
そ
う
で

は
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

は
日に

本ほ
ん

を
統と

う

治ち

し
て
、
よ
く
知し

っ
て
い
る
」
だ

か
ら
、
東と

う

條じ
ょ
うさ
ん
が
（
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

で
）
言い

っ
た
よ
う
な
こ
と

を
引い

ん

用よ
う

し
て
、”Th

eir　

p
u

rp
o

se　

in　

g
o

in
g　

to　

w
ar　

w
as

”　
「
彼か

れ

ら
の
戦せ

ん

争そ
う

に
入は

い
っ
た
目も

く

的て
き

は
」、

＂largely dictated by security

＂
「
主し

ゅ

と
し
て

自じ

衛え
い

の
た
め
で
あ
っ
た
」
と
言い

っ
て
い
る
の
で
す
よ
。［
Ｄ
ｉ
ｓ

ｋ
３
ー
２
，　
２
９
：
１
０
］

　
こ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
証

し
ょ
う

言げ
ん

は
「
日に

本ほ
ん

が
侵し

ん

略り
ゃ
く

戦せ
ん

争そ
う

を
し
た
」

と
い
う
史し

観か
ん

に
対た

い

し
て
、
最さ

い

大だ
い

の
斬き

り
返か

え

し
に
な
る
事じ

実じ
つ

で
あ

る
。

　
「
こ
れ
を
日に

本ほ
ん

は
使つ

か
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
よ
。
日に

本ほ
ん

の
外が

い

務む

省し
ょ
うも
マ
ス
コ
ミ
も
」
と
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
批ひ

判は
ん

す
る
。
秘ひ

密み
つ

文ぶ
ん

書し
ょ

で
も
な
ん
で
も
な
い
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
に
出で

た

記き

事じ

な
の
に
。

　

外が
い

務む

省し
ょ
うも
マ
ス
コ
ミ
も
、
こ
れ
を
手て

に
入い

れ
な
か
っ
た
は

ず
は
な
い
。
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
縮

し
ゅ
く

刷さ
つ

版ば
ん

を
見み

ま
す
と
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
証

し
ょ
う

言げ
ん

は
み
な
載の

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私わ

た
し
が
今い

ま

、
引い

ん

用よ
う

し
た
所と

こ
ろ
は
抜ぬ

け
て
い
る
の
で
す
よ
。［
Ｄ
ｉ
ｓ
ｋ
３
ー
２
，　

３
１
：
０
０
］

　
こ
の
証

し
ょ
う

言げ
ん

の
翌よ

く

年と
し

４
月が

つ

に
は
占せ

ん

領り
ょ
うが
終お

わ
っ
て
い
る
の
で
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
証

し
ょ
う

言げ
ん

を
自じ

由ゆ
う

に
報ほ

う

道ど
う

す
る
こ
と
は
で
き
た
の

に
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。

　
昭

し
ょ
う

和わ

２
７
（
１
９
５
２
）
年ね

ん

に
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

が
そ
れ
を
出だ

し
て
く
れ
て
い
た
ら
、、、「
こ
の
国く

に

の
か
く
も
卑い

や

し
く
な
り
た

れ
ば
捧さ

さ

げ
し
人ひ

と

の
た
だ
に
惜お

し
ま
る
」
と
い
う
、
愛あ

い

す
る
夫お

っ
とを

「
お
国く

に

の
た
め
に
」
と
捧さ

さ

げ
た
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

が
い
た
。
そ
れ
が
「
日に

本ほ
ん

の
方ほ

う

が
悪わ

る

か
っ
た
」
と
言い

わ
れ
て
、「
た
だ
に
惜お

し
ま
る
」
と
。

　
そ
れ
は
あ
る
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
自じ

分ぶ
ん

の
息む

す

子こ

を
失

う
し
な
っ

た
母は

は

親お
や

も
、
自じ

分ぶ
ん

の
兄

き
ょ
う

弟だ
い

を
失

う
し
な
っ
た
弟

お
と
う
と、
妹

い
も
う
と、
そ
う
い
う
人ひ

と

た
ち
も
、
み
な
「
た
だ
に
惜お

し
ま
る
」
と
。
昭

し
ょ
う

和わ

２
７
年ね

ん

な

ら
、だ
い
た
い
の
人ひ

と

は
生い

き
て
い
ま
し
た
よ
。そ
れ
を
考か

ん
がえ
る
と
、

「
あ
あ
、
日に

本ほ
ん

の
マ
ス
コ
ミ
も
ひ
ど
い
な
あ
」
と
思お

も

う
ん
で
す
。

［
Ｄ
ｉ
ｓ
ｋ
３
ー
２
，　
３
１
：
５
０
］

　
こ
の
先せ

ん

人じ
ん

の
無む

念ね
ん

を
思お

も

い
や
る
心こ

こ
ろ
は
、「
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

に
そ

ん
な
思お

も

い
を
さ
せ
て
は
、
い
か
ん
の
で
す
よ
」
と
い
う
氏し

の
一い

ち

念ね
ん

に
通つ

う

じ
て
い
る
。

本ほ
ん

人じ
ん

す
べ
て
の
人ひ

と

が
暗あ

ん

記き

し
て
、
も
し
も
日に

本ほ
ん

の
悪わ

る

口く
ち

を
言い

う
奴や

つ

が
い
た
ら
、
そ
れ
を
引い

ん

用よ
う

で
き
る
よ
う
な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
し
て
お

く
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
、
と
考か

ん
が
え
て
い
る
次し

第だ
い

で
す
。［
Ｄ
ｉ
ｓ

ｋ
３
ー
２
，　
３
３
：
５
０
］

　
「
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

に
そ
ん
な
思お

も

い
を
さ
せ
て
は
、
い
か
ん
の
で

す
よ
」
と
い
う
老ろ

う

碩せ
き

学が
く

の
真ま

心ご
こ
ろを
一ひ

と

人り

で
も
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

が
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
て
、
歴れ

き

史し

戦せ
ん

争そ
う

を
一い

っ

緒し
ょ

に
戦

た
た
か
っ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
８
９
０
）　

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」

報ほ
う

道ど
う

小し
ょ
う

史し

～
「
私わ

た
し
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
変か

わ
ら
な
い
姿し

勢せ
い

で
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
報ほ

う

じ
続つ

づ

け
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の

「
姿し

勢せ
い

」
と
は
？

ｂ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
４
５
５
）　
「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
の
創そ

う

作さ
く

者し
ゃ

８
．「
我わ

れ

々わ
れ

は
論ろ

ん

ず
れ
ば

　
　
　
　
　
　

必か
な
らず
勝か

て
る
ん
で
す
」

く
。

　
ア
メ
リ
カ
か
ら
変か

え
な
い
と
歴れ

き

史し

戦せ
ん

争そ
う

は
勝か

て
な
い
。
幸さ

い
わい
に
、
こ
の

頃ご
ろ

は
ア
メ
リ
カ
の
方ほ

う

で
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
が
戦せ

ん

争そ
う

を
仕し

組く

ん
だ
と
い
う
こ

と
が
元も

と

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの
言こ

と

葉ば

と
か
、
一い

ち

流り
ゅ
うの
歴れ

き

史し

家か

か
ら
ポ
ツ
ポ
ツ
出で

始は
じ

め
ま
し
た
。
も
う
少す

こ

し
時じ

間か
ん

が
経た

て
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
知ち

識し
き

階か
い

級き
ゅ
うか

ら
「
こ
の
前ま

え

の
戦せ

ん

争そ
う

は
、
日に

本ほ
ん

だ

け
が
悪わ

る

い
、
と
言い

っ
て
は
い
か
ん
な
」

と
い
う
話は

な
しに
な
る
と
思お

も

う
の
で
す
。

　

そ
れ
が
、
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

戦せ
ん

争そ
う

に
勝か

つ
一い

ち

番ば
ん

の
確か

く

実じ
つ

な
道み

ち

で
す
か

ら
ね
。
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

が
な
ん
と
言い

お
う

と
、
朴ぱ

く

槿く

恵ね

が
な
ん
と
言い

お
う
と
、

我わ
れ

々わ
れ

は
論ろ

ん

ず
れ
ば
必か

な
ら
ず
勝か

て
る
ん

で
す
。・
・
・

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
証

し
ょ
う

言げ
ん

は
、
そ
の
転て

ん

換か
ん

の
一い

ち

番ば
ん

の
基き

本ほ
ん

に
な
る
も
の
で

す
。
日に

本ほ
ん

を
侵し

ん

略り
ゃ
く

国こ
く

と
決き

め
た
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

を
行

お
こ
な
っ
た
マッ
カ
ー
サ
ー
自じ

身し
ん

が
公

お
お
や
けの
場ば

で
そ
れ
を
否ひ

定て
い

し
た

と
い
う
こ
と
。「
日に

本ほ
ん

の
戦せ

ん

争そ
う

は
自じ

衛え
い

戦せ
ん

だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
日に

た
ち
～
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
中

ち
ゅ
う

央お
う

宣せ
ん

伝で
ん

部ぶ

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
た
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

記き

者し
ゃ

た

ちｃ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
４
４
１
）　

中ち
ゅ
う

国ご
く

を
ス
タ
ー
リ
ン
に
献け

ん

上じ
ょ
うし
た
男

お
と
こ

～
な
ぜ
米べ

い

国こ
く

は
、

や
す
や
す
と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
手て

に
渡わ

た

し
て
し
ま
っ
た
の

か
？

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち
『
歴れ

き

史し

の

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う』
Ｃ
Ｄ
全ぜ

ん

３
巻か

ん

５
．「
支し

那な

事じ

変へ
ん

を
日に

本ほ
ん

が
始は

じ

め
た
と
は

         

東と
う

京き
ょ
う裁さ
い

判ば
ん

で
も
認み

と

め
な
か
っ
た
」

　
こ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
証

し
ょ
う

言げ
ん

を
斬き

り
返か

え

し
に
使つ

か

っ
て
、
ア
メ
リ

カ
人じ

ん

に
歴れ

き

史し

の
真し

ん

実じ
つ

を
説と

き
続つ

づ

け
て
い
く
べ
き
、
と
氏し

は
説と
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イ
ス
氏し

も
そ
う
だ
。
彼か

れ

も
ミ

ス
ニ
ト
ロ
だ
が
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

府ふ

の
ト
ッ
プ
で
は
な
か
っ
た
。
悩な

や

ま
し
い
の
は
斉さ

い

藤と
う

準じ
ゅ
ん

一い
ち

空く
う

軍ぐ
ん

総そ
う

司し

令れ
い

官か
ん

の
ケ
ー
ス
だ
。
や

は
り
ミ
ニ
ス
ト
ロ
だ
が
、
３

軍ぐ
ん

の
長ち

ょ
う

は
あ
く
ま
で
国こ

く

防ぼ
う

大だ
い

臣じ
ん

だ
か
ら
だ
。
若わ

か

く
し
て「
４

人に
ん

目め

の
日に

っ

系け
い

大だ
い

臣じ
ん

」
に
な
っ

た
ヨ
ム
ラ
氏し

は
、
ま
だ
３
５

　

今こ
ん

月げ
つ

１
０
日か

、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

府ふ

で
行お

こ
なわ
れ
た
新し

ん

閣か
く

僚り
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

式し
き

で
、
リ
オ
州

し
ゅ
う

出
し
ゅ
っ
し
ん

身
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

、
ヨ
ム
ラ
・
エ
ウ
ト
ン
氏し

（
３
５
）
が
新し

ん

労ろ
う

働ど
う

大だ
い

臣じ
ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。
日に

っ

系け
い

大だ
い

臣じ
ん

と
し
て
は
、
安や

す

田だ

フ
ァ
ビ
オ
良

り
ょ
う

治じ

商し
ょ
う

工こ
う

大だ
い

臣じ
ん

、
植う

え

木き

茂し
げ

彬あ
き

鉱こ
う

山ざ
ん

動ど
う

力り
ょ
く

大だ
い

臣じ
ん

、
続つ

づ

木き

正せ
い

剛ご
う

保ほ

健け
ん

衛え
い

生せ
い

大だ
い

臣じ
ん

に
次つ

ぐ
４
人に

ん

目め

。
続つ

づ

木き

大だ
い

臣じ
ん

以い

来ら
い

、
実じ

つ

に
２
８
年ね

ん

ぶ
り
。
こ
れ
は
１
０
月が

つ

に
実じ

っ

施し

さ
れ
る
統と

う

一い
つ

選せ
ん

挙き
ょ

に
出

し
ゅ
つ

馬ば

す
る
た
め
、
閣か

く

僚り
ょ
うが
４
月が

つ

７
日か

を
期き

限げ
ん

と
し
て
離り

職し
ょ
くし
た
こ
と
に
伴と

も
な
う
内な

い

閣か
く

改か
い

造ぞ
う

で
、
閣か

く

僚り
ょ
う１
０
人に

ん

が
新あ

ら

た
に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。

歳さ
い

。
将

し
ょ
う

来ら
い

が
楽た

の

し
み
な
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
い
え
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

四よ
ん

世せ
い

ビ
ザ
制せ

い

度ど

に
関か

ん

す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
３

月が
つ

に
行お

こ

な
わ
れ
、
そ
の
回か

い

答と
う

が
３
月が

つ

３
０
日に

ち

に
日に

本ほ
ん

国こ
く

法ほ
う

務む

省し
ょ
う

サ
イ
ト
で
公こ

う

開か
い

さ
れ

た
。
そ
の
中な

か

の
第だ

い

３
４
番ば

ん

の

意い

見け
ん

「
本ほ

ん

制せ
い

度ど

で
課か

さ
れ
て

　

同ど
う

氏し

は
ヴ
ェ
イ
ガ
・
デ
・

ア
ウ
メ
イ
ダ
大だ

い

学が
く

法ほ
う

律り
つ

学が
く

部ぶ

卒そ
つ

後ご

、
フ
ル
ミ
ネ
ン
セ
連れ

ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

院い
ん

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

学が
く

部ぶ

卒そ
つ

。

０
５
年ね

ん

か
ら
リ
オ
市し

検け
ん

事じ

総そ
う

長ち
ょ
う

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

補ほ

佐さ

官か
ん

、
リ
オ

市し

交こ
う

通つ
う

局き
ょ
く

補ほ

佐さ

官か
ん

等な
ど

を
歴れ

き

任に
ん

。
１
６
年ね

ん

に
労ろ

う

働ど
う

省し
ょ
うリ
オ

州し
ゅ
う

地ち

区く

長ち
ょ
う

官か
ん

、
１
７
年ね

ん

１
０
月が

つ

に
労ろ

う

働ど
う

省し
ょ
う

重じ
ゅ
う

役や
く

秘ひ

書し
ょ

を
経へ

て
、
１
８
年ね

ん

１
月が

つ

か

ら
労ろ

う

働ど
う

省し
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

代だ
い

行こ
う

と
な
っ

て
い
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

、
大だ

い

臣じ
ん

代だ
い

行こ
う

か
ら
大だ

い

臣じ
ん

に
正せ

い

式し
き

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
ヨ
ム

ラ
氏し

は
さ
っ
そ
く
記き

者し
ゃ

に
囲か

こ

ま
れ
、「
本ほ

ん

年ね
ん

は
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
うに

よ
っ
て
雇こ

用よ
う

創そ
う

出し
ゅ
つは
非ひ

常じ
ょ
うに

明あ
か

る
い
見み

通と
お

し
。
雇こ

用よ
う

者し
ゃ

と

被ひ

雇こ

用よ
う

者し
ゃ

の
距き

ょ

離り

を
縮ち

ぢ

め
る

だ
け
で
な
く
、
新あ

ら

た
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
、

雇こ

用よ
う

創そ
う

出し
ゅ
つの
た
め
労ろ

う

働ど
う

法ほ
う

の

障し
ょ
う

害が
い

を
簡か

ん

素そ

化か

す
る
な
ど
省

し
ょ
う

と
し
て
可か

能の
う

な
限か

ぎ

り
の
こ
と

を
実じ

っ

施し

し
て
ゆ
く
」
と
今こ

年と
し

の
見み

通と
お

し
を
語か

た
っ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
は
、
ホ
ナ

ウ
ド
・
ノ
ゲ
イ
ラ
前ぜ

ん

大だ
い

臣じ
ん

の

も
と
、
７
４
年ね

ん

振ぶ

り
に
改か

い

正せ
い

さ
れ
た
新し

ん

労ろ
う

働ど
う

法ほ
う

が
施し

行こ
う

開か
い

始し

と
な
っ
た
。
ヨ
ム
ラ
氏し

は
「
労ろ

う

働ど
う

法ほ
う

近き
ん

代だ
い

化か

の
目も

く

的て
き

は
、
旧

き
ゅ
う

法ほ
う

と
い
う
雇こ

用よ
う

創そ
う

出
し
ゅ
つ

の
足あ

し

枷か
せ

を
外は

ず

す
こ
と
だ
っ
た
」

と
そ
の
意い

義ぎ

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

同ど
う

氏し

に
よ
れ
ば
、
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
うが
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
れ
ば
、
新あ

ら

た

に
２
５
０
万ま

ん

人に
ん

の
雇こ

用よ
う

創そ
う

出
し
ゅ
つ

が
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
る
と
予よ

測そ
く

。「
全ぜ

ん

　
【
共

き
ょ
う

同ど
う

】
愛あ

い

知ち

県け
ん

の
日に

っ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

青せ
い

年ね
ん

、
照て

る

屋や

レ
ナ
ン
・
エ
イ
ジ
さ
ん

（
２
６
）
が
難な

ん

関か
ん

の
司し

法ほ
う

試し

験け
ん

に
合ご

う

格か
く

し
、
早は

や

け
れ
ば
年ね

ん

内な
い

の
弁べ

ん

護ご

士し

登と
う

録ろ
く

に
向む

け
司し

法ほ
う

修し
ゅ
う習
を
続つ

づ

け
て
い
る
。
ブ

ラ
ジ
ル
の
母ぼ

子し

家か

庭て
い

に
育そ

だ

ち
、
８
歳さ

い

で
母は

は

の
出で

稼か
せ

ぎ
に

伴と
も
な

い
来ら

い

日に
ち

。
苦く

る

し
い
生せ

い

活か
つ

、

言こ
と

葉ば

の
壁か

べ

を
猛も

う

勉べ
ん

強き
ょ
うで
越こ

え

た
。
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
権け

ん

利り

を
支さ

さ

え

よ
う
と
意い

気き

込ご

む
。
公こ

う

式し
き

統と
う

計け
い

は
な
い
が
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

籍せ
き

の
弁べ

ん

護ご

士し

が
誕た

ん

生じ
ょ
うす
れ
ば
異い

例れ
い

の
存そ

ん

在ざ
い

に
な
る
。

　
▽
母は

は

が
や
つ
れ
て
い
く

　

学が
っ

校こ
う

か
ら
帰か

え

っ
て
も
、
工こ

う

場じ
ょ
う

で
働は

た
ら

く
母は

は

レ
ジ
ナ
さ
ん

（
４
５
）
は
家い

え

に
い
な
い
。

子こ

ど
も
時じ

代だ
い

の
照て

る

屋や

さ
ん
は

テ
レ
ビ
を
見み

て
過す

ご
し
、
ド

ラ
マ
で
弁べ

ん

護ご

士し

と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

を
知し

る
。「
強つ

よ

き
を
く
じ
く
」

仕し

事ご
と

ぶ
り
に
し
び
れ
た
。「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
弱

じ
ゃ
く

者し
ゃ

側が
わ

に

い
た
の
で
」
と
振ふ

り
返か

え

る
。

　

無む

償し
ょ
う

の
は
ず
の
公こ

う

立り
つ

校こ
う

就し
ゅ
う

労ろ
う

失し
つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

台だ
い

帳ち
ょ
うが
１
８

年ね
ん

度ど

の
全す

べ

て
の
月つ

き

に
お
い
て
、

よ
い
結け

っ

果か

に
な
る
こ
と
を
確か

く

信し
ん

し
て
い
る
」
と
し
、「
我わ

れ

々わ
れ

は
楽ら

っ

観か
ん

視し

し
て
い
る
。
大お

お

き

な
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

を
抱か

か

え
て
い
る
。
こ

で
、
給

き
ゅ
う

食し
ょ
く

費ひ

、
修

し
ゅ
う

学が
く

旅り
ょ

行こ
う

の

積つ
み

立た
て

金き
ん

、
制せ

い

服ふ
く

、
体た

い

操そ
う

服ふ
く

と

支し

出し
ゅ
つが
か
さ
む
。
家か

計け
い

を
支さ

さ

え
る
レ
ジ
ナ
さ
ん
は
「
子こ

ど

も
の
目め

に
も
は
っ
き
り
分わ

か

る
ほ
ど
や
つ
れ
て
い
っ
た
」。

　

小し
ょ
う

３
の
と
き
「
休き

ゅ
う

」
と

「
体か

ら
だ

」
の
違ち

が

い
に
気き

付づ

か
ず

「
夏な

つ

体か
ら
だみ
」
と
書か

い
て
い
た
。

中ち
ゅ
う

学が
く

の
成せ

い

績せ
き

は
下か

位い

グ
ル

ー
プ
。
高こ

う

校こ
う

に
進す

す

み
「
名な

古ご

（
左ひ

だ
りか
ら
）
中な

か

野の

さ
ん
、
藍あ

い

原は
ら

さ
ん

　

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

運う
ん

用よ
う

能の
う

力り
ょ
く

を
測そ

く

定て
い

す
る
『
Ｊ
―

Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
実じ

つ

用よ
う

日に

本ほ
ん

語ご

検け
ん

定て
い

』
の
第だ

い

２
回か

い

目め

公こ
う

開か
い

試し

験け
ん

が
５
月が

つ

１
３
日に

ち

に
聖せ

い

市し

で
行

お
こ
な

わ
れ
る
。「
日に

本ほ
ん

語ご

検け
ん

定て
い

協
き
ょ
う

会か
い

・
Ｊ-

Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
事じ

務む

局き
ょ
く」

（
運う

ん

営え
い

＝
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

語ご

文ぶ
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

）
が
主し

ゅ

催さ
い

、
当と

う

地ち

で

は
Ｊ
マ
ス
タ
ー
社し

ゃ

（w
w

w
.

facebook.com
/jm

as -
terbrasil/

）
が
委い

託た
く

を
受う

け
て
い
る
。

　

世せ

界か
い

１
０
カ
国こ

く

、
年ね

ん

間か
ん

約や
く

５
万ま

ん

人に
ん

の
受じ

ゅ

験け
ん

者し
ゃ

数す
う

を
誇ほ

こ

り
、
日に

本ほ
ん

で
は
４
０
０
以い

上
じ
ょ
う

の
大だ

い

学が
く

や
企き

業ぎ
ょ
うな
ど
で
使し

用よ
う

さ
れ
て
い
る
。
申も

う

し
込こ

み
は

４
月が

つ

２
８
日に

ち

ま
で
。
検け

ん

定て
い

料
り
ょ
う

は
１
８
０
レ
。

　

同ど
う

検け
ん

定て
い

は
初し

ょ

級き
ゅ
う

者し
ゃ

向む

け

の
「
Ｅ
‐
Ｆ
レ
ベ
ル
」（
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

検け
ん

定て
い

Ｎ
４-

５
程て

い

度ど

）、
中

ち
ゅ
う

級き
ゅ
うか
ら
上

じ
ょ
う

級き
ゅ
う

者し
ゃ

向む

け
の
「
Ａ
‐
Ｄ
レ
ベ
ル
」
に

分わ

か
れ
、
点て

ん

数す
う

に
よ
っ
て
６
レ

ベ
ル
に
判は

ん

定て
い

さ
れ
る
。

　

試し

験け
ん

は
読ど

っ

解か
い

問も
ん

題だ
い

と
聴

ち
ょ
う

解か
い

問も
ん

題だ
い

と
な
り
、
漢か

ん

字じ

や
作さ

く

文ぶ
ん

の
記き

述じ
ゅ
つ

式し
き

問も
ん

題だ
い

を
含ふ

く

む
。

「
Ｅ
‐
Ｆ
レ
ベ
ル
」
は
読ど

っ

解か
い

７
０
分ぷ

ん

、
聴

ち
ょ
う

解か
い

約や
く

３
０
分ぷ

ん

で
合ご

う

計け
い

５
０
０
点て

ん

満ま
ん

点て
ん

（
読ど

っ

解か
い

３
０
０
点て

ん

、
聴

ち
ょ
う

解か
い

２
０
０

点て
ん

）。

　
「
Ａ
‐
Ｄ
レ
ベ
ル
」
は
、

読ど
っ

解か
い

８
０
分ぷ

ん

、
聴

ち
ょ
う

解か
い

約や
く

４
５

分ふ
ん

で
、
合ご

う

計け
い

１
０
０
０
点て

ん

満ま
ん

点て
ん

（
読ど

っ

解か
い

５
０
０
点て

ん

、
聴

ち
ょ
う

解か
い

５
０
０
点て

ん

）。

　

試し

験け
ん

後ご

に
は
サ
イ
ト
上じ

ょ
う

で

問も
ん

題だ
い

、
解か

い

答と
う

、
ス
ク
リ
プ
ト
、

聴ち
ょ
う

解か
い

試し

験け
ん

音お
ん

声せ
い

が
公こ

う

開か
い

さ

れ
、
自じ

己こ

採さ
い

点て
ん

や
復ふ

く

習し
ゅ
うが
で

き
る
。
試し

験け
ん

終し
ゅ
う

了り
ょ
う３
週

し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
は
成せ

い

績せ
き

検け
ん

索さ
く

が
で
き
る
ほ

か
、
４
週

し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
認に

ん

定て
い

証し
ょ
う、

成せ
い

績せ
き

表ひ
ょ
う、
個こ

人じ
ん

成せ
い

績せ
き

表ひ
ょ
う、
参さ

ん

考こ
う

資し

料り
ょ
うの
４
種し

ゅ

が
受じ

ゅ

験け
ん

者し
ゃ

に

発は
っ

送そ
う

さ
れ
る
。

　
「
Ａ
‐
Ｄ
レ
ベ
ル
」
を
３

月が
つ

に
受じ

ゅ

験け
ん

し
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

ブ
ラ
ガ
さ
ん
は
、「
Ｊ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
（
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

試し

験け
ん

）
と

い
る
日に

本ほ
ん

語ご

要よ
う

件け
ん

を
満み

た
す

こ
と
の
証

し
ょ
う

明め
い

と
し
て
、
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

検け
ん

定て
い

の
み
で
は
な

く
、
幅は

ば

広ひ
ろ

い
検け

ん

定て
い

試し

験け
ん

を
認み

と

め
る
べ
き
」
に
対た

い

し
、
法ほ

う

務む

省し
ょ
うは
《
要よ

う

件け
ん

と
し
て
、
Ｎ
４

又ま
た

は
Ｎ
３
「
相そ

う

当と
う

」
と
し
て

い
る
と
お
り
、
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力
り
ょ
く

検け
ん

定て
い

以い

外が
い

の
検け

ん

定て
い

試し

験け
ん

の
結け

っ

果か

も
立り

っ

証し
ょ
う

資し

料り
ょ
うと
し
て
使し

用よ
う

す
る
こ
と
を
認み

と

め
る
予よ

定て
い

で

す
》
と
回か

い

答と
う

し
て
い
る
。
と

い
う
こ
と
は
Ｊ
―
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ

も
、
立り

っ

証し
ょ
う

資し

料り
ょ
うと
し
て
認み

と

め

ら
れ
た
も
同ど

う

然ぜ
ん

の
よ
う
。
四よ

ん

世せ
い

ビ
ザ
制せ

い

度ど

は
７
月が

つ

に
施し

行こ
う

さ
れ
る
。「
一い

っ

刻こ
く

も
早は

や

く
日に

本ほ
ん

へ
行い

き
た
い
」
と
い
う
人ひ

と

に
は
、
Ｊ
―
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
は
便べ

ん

利り

な
試し

験け
ん

と
い
え
そ
う
だ
。

続つ
づ

木き

大だ
い

臣じ
ん

以い

来ら
い

、
２
８
年ね

ん

振ぶ

り

ヨ
ム
ラ
氏し

、
労ろ

う

働ど
う

大だ
い

臣じ
ん

に
就し

ゅ
う

任に
ん

屋や

大だ
い

法ほ
う

学が
く

部ぶ

に
行い

き
、
弁べ

ん

護ご

士し

に
な
る
」
と
高た

か

い
望の

ぞ

み
を

打う

ち
明あ

け
た
と
き
「
先せ

ん

生せ
い

が

ち
ゃ
ん
と
受う

け
止と

め
て
く
れ

た
」
こ
と
に
今い

ま

も
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
。

　

大だ
い

学が
く

入に
ゅ
う

試し

前ま
え

の
半は

ん

年と
し

は
放ほ

う

課か

後ご

５
時じ

間か
ん

、
週

し
ゅ
う

末ま
つ

は
１
日に

ち

８
時じ

間か
ん

勉べ
ん

強き
ょ
う。
現げ

ん

役え
き

で
名な

古ご

屋や

大だ
い

法ほ
う

学が
く

部ぶ

に
入

に
ゅ
う

学が
く

、
同ど

う

大だ
い

学が
く

法ほ
う

科か

大だ
い

学が
く

院い
ん

を
経へ

て
司し

法ほ
う

試し

験け
ん

も
１
回か

い

で
合ご

う

格か
く

し
た
。

出で

稼か
せ

ぎ
母ぼ

子し

家か

庭て
い

か
ら
猛も

う

勉べ
ん

強き
ょ
う

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

弁べ
ん

護ご

士し

誕た
ん

生じ
ょ
う

へ
　
▽
若わ

か

者も
の

た
ち
に
勇ゆ

う

気き

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
在ざ

い

日に
ち

ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

社し
ゃ

会か
い

に
、
あ
っ
と

い
う
間ま

に
広ひ

ろ

が
っ
た
。
外が

い

国こ
く

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

に
密み

っ

着ち
ゃ
くし
て
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

を
調

ち
ょ
う

査さ

し
て
き
た
愛あ

い

知ち

淑
し
ゅ
く

徳と
く

大だ
い

の
小こ

島じ
ま

祥さ
ち

美み

准じ
ゅ
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に
も
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
届と

ど

い
た
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
教

き
ょ
う

員い
ん

や

地ち

方ほ
う

公こ
う

務む

員い
ん

な
ど
が
少す

こ

し
ず

つ
出で

て
、
そ
ん
な
中な

か

で
弁べ

ん

護ご

士し

に
な
る
人ひ

と

が
現あ

ら
わ

れ
た
。
生い

き
方か

た

の
先せ

ん

例れ
い

と
し
て
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

の
若わ

か

者も
の

た
ち
が
勇ゆ

う

気き

、

元げ
ん

気き

を
も
ら
え
る
意い

味み

は
大お

お

き
い
」
と
喜よ

ろ
こ

ぶ
。

　

一い
っ

方ぽ
う

で
厳き

び

し
い
現げ

ん

状じ
ょ
うも
指し

摘て
き

す
る
。「
資し

格か
く

に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

す

る
外が

い

国こ
く

籍せ
き

の
若わ

か

者も
の

は
非ひ

常じ
ょ
うに

多お
お

い
。就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

差さ

別べ
つ

が
根ね

強づ
よ

く
、

能の
う

力り
ょ
くだ
け
で
は
認み

と

め
ら
れ
な

い
実じ

つ

情じ
ょ
うが
あ
る
」

　

照て
る

屋や

さ
ん
が
気き

に
な
る
の

は
、
世せ

間け
ん

に
「
○
○
人じ

ん

は
こ

う
だ
」
と
決き

め
つ
け
る
言げ

ん

説せ
つ

が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
考か

ん
が

え

を
う
ま
く
言い

え
ず
権け

ん

利り

を
使つ

か

え
な
い
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
こ
と
だ
。

　

弁べ
ん

護ご

士し

と
し
て
外が

い

国こ
く

人じ
ん

た

ち
の
力ち

か
ら

に
な
り
た
い
、
若わ

か

い

世せ

代だ
い

に
日に

本ほ
ん

で
羽は

ば
た
く
夢ゆ

め

を
持も

っ
て
ほ
し
い
と
願ね

が

う
。

「
い
ろ
ん
な
道み

ち

が
あ
る
。
将

し
ょ
う

来ら
い

を
貪ど

ん

欲よ
く

に
見み

て
、
い
っ
ち

ょ
う
や
っ
て
み
よ
う
と
思お

も

っ

て
も
ら
え
た
ら
。
別べ

つ

の
言こ

と

葉ば

が
使つ

か

え
る
の
は
、
ど
の
分ぶ

ん

野や

で
も
武ぶ

器き

に
な
る
」

　

初は
つ

の
外が

い

国こ
く

赴ふ

任に
ん

先さ
き

が
伯は

っ

国こ
く

と
な
っ
た
中な

か

野の

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

は

「
ま
ず
は
仕し

事ご
と

を
覚お

ぼ

え
て
し

っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
。

　

農の
う

林り
ん

水す
い

産さ
ん

省し
ょ
うか
ら
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

に
出

し
ゅ
っ

向こ
う

し
て
い
た
藍あ

い

原は
ら

健け
ん

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

（
４
１
、
東と

う

京き
ょ
う）
が
離り

任に
ん

の
た
め
、
後こ

う

任に
ん

と
な
る
中な

か

野の

直な
お

樹き

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

（
３
７
、
岡お

か

山や
ま

）
と
共と

も

に
挨あ

い

拶さ
つ

の
た
め
５
日か

来ら
い

社し
ゃ

し
た
。

　

藍あ
い

原は
ら

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

は
１
５
年ね

ん

に

着ち
ゃ
く

任に
ん

。
日に

っ

伯ぱ
く

外が
い

交こ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

ご
夫ふ

妻さ
い

の
ご
来ら

い

伯は
く

の
際さ

い

、
ブ
タ
ン
タ
ン
毒ど

く

蛇へ
び

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
ご
訪ほ

う

問も
ん

を
手て

配は
い

。

「
紀き

子こ

さ
ま
に
説せ

つ

明め
い

さ
れ
る

秋あ
き

篠し
の
の

宮み
や

殿で
ん

下か

の
目め

が
活い

き
活い

き
と
輝か

が
や

い
て
い
た
こ
と
を
良よ

く
覚お

ぼ

え
て
い
ま
す
」
と
懐な

つ

か

し
そ
う
に
語か

た

っ
た
。

　

ま
た
、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

政せ
い

府ふ

に
よ

る
「
第だ

い

３
回か

い

日に
っ

伯ぱ
く

食し
ょ
く

糧り
ょ
う・
農の

う

業ぎ
ょ
う

対た
い

話わ

」
で
は
日に

本ほ
ん

側が
わ

か

ら
提て

い

案あ
ん

書し
ょ

が
手し

ゅ

交こ
う

さ
れ
た
。

「
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

し
て
や
っ
て
い
こ
う

と
い
う
提て

い

案あ
ん

が
打う

ち
出だ

せ
た

の
で
伯は

っ

国こ
く

に
来き

た
甲か

斐い

が
あ

っ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

っ
た
。

日
にっ

系
けい

４人
にん

目
め

の大
だい

臣
じん

が誕
たん

生
じょう

（７） ２０１８年第４９７７号 	 ４月	１４日	（土曜日）

申も
う

し
込こ

み
は
今こ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

ま
で

第だ
い

２
回か

い

公こ
う

開か
い

試し

験け
ん

が
１
３
日に

ち

Ｊ-

Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ

後こ
う

任に
ん

に
中な

か

野の

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

経け
い

済ざ
い

班は
ん

藍あ
い

原は
ら

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

が
離り

任に
ん

在
ざい
聖
せい
総
そう
領
りょう
事
じ
館
かん

労
ろう

働
どう

大
だい

臣
じん

に就
しゅう

任
にん

したヨムラ氏
し

(Albino Oliveira- ASCOM)

照
てる

屋
や

さん

名め
い

画が

友と
も

の
会か

い

次じ

回か
い

上じ
ょ
う
映え
い
は
２
８
日に
ち
に

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
名め

い

画が

友と
も

の
会か

い

（
五い

が
ら
し
十
嵐
司つ

か
さ

代だ
い

表ひ
ょ
う
）
が
『
映え

い

画が

鑑か
ん

賞し
ょ
う

会か
い

』
を
２
８
日に

ち

昼ひ
る

１
２
時じ

半は
ん

か
ら
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

会か
い

館か
ん

（R
u

a D
r. S

iq
u

eira 
C

am
pos, 1

3
4

）
の
２
階か

い

小し
ょ
うホ
ー
ル
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

次じ

回か
い

上じ
ょ
う

映え
い

は
２
１
日に

ち

で

は
な
く
２
８
日に

ち

。
参さ

ん

加か

費ひ

は
一い

っ

般ぱ
ん

１
２
レ
、
会か

い

員い
ん

１
０

レ
。
上

じ
ょ
う

映え
い

開か
い

始し

１
５
分ふ

ん

前ま
え

に

集し
ゅ
う

合ご
う

す
る
こ
と
。
上

じ
ょ
う

映え
い

さ

れ
る
の
は
「
ジ
ャ
イ
ア
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ツ
」

（
１
９
５
６
年ね

ん

、
ジ
ョ
ー
ジ
・

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
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ん
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く
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問と
い

合あ
わ

せ
は
、
五い

が
ら
し
十
嵐
代だ

い

表
ひ
ょ
う

（
１
１
・
３
７
２
６
・
３
７
０ 

９
）、
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

事じ

務む

局き
ょ
く（
同ど

う

・

３
２
０
９
・
５
９
３
５
）
ま

で
。

日に
っ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

支さ
さ

え
る
」

日に

本ほ
ん

語ご

の
「
大だ

い

臣じ
ん

」
よ
り
も

意い

味み

が
広ひ

ろ

い
。
日に

本ほ
ん

語ご

で
は

各か
く

省し
ょ
うの
ト
ッ
プ
が
大だ

い

臣じ
ん

だ
が
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

で
は
省し

ょ
う
の
一い

ち

部ぶ

門も
ん

の
長ち

ょ
う

や
、
省し

ょ
う

よ
り
格

か
く
さ

下げ

の

庁ち
ょ
うの
ト
ッ
プ
に
も
使つ

か

う
。
そ
の

場ば

合あ
い

、
日に

本ほ
ん

語ご

で
は
「
長

ち
ょ
う

官か
ん

」

と
訳や

く

さ
れ
る
こ
と
が
多お

お

い
。

た
と
え
ば
、
大だ

い
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う

領り
ょ
う
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う
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う
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ょ
く
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ょ
う
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ん
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と

め
た
具ぐ
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実じ
つ

は
「
何な

ん

人に
ん

目め

の
日に

っ

系け
い

大だ
い

臣じ
ん

」
と
い
う
部ぶ

分ぶ
ん

は
、
議ぎ

論ろ
ん

が
分わ

か
れ
る
部ぶ

分ぶ
ん

で
も
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
ポ
語ご

で
大だ

い

臣じ
ん

は
「m

in
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」
だ
が
、

れ
は
困こ

ん

難な
ん

だ
が
不ふ

可か

能の
う

で
は

な
い
」
と
語か

た
っ
た
。
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ん
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き
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ん
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く

僚り
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ん
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・
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い
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い
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ん
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い
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く
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し
、
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ち
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ゅ
うの
新あ

ら

た

な
目も

く

標ひ
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が
る
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れ
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。
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Ｆ
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５
０
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０
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ベ
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１
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２
５
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。
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も
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れ
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も
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o
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S
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e
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）
へ
。

が
な
さ
れ
た
が
、
政せ

い

権け
ん

運う
ん

営え
い

の
質し

つ

に
は
何な

ん

ら
影え

い

響き
ょ
うは
な
い
」

と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、
新し

ん

内な
い

閣か
く

の
も
と

で
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っ

行こ
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さ
れ
つ
つ
あ
る
改か
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革か
く
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ん
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ん

に
前ま

え
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を
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め
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た
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Comentário (13/04/2018)

No ano passado o gover-
no japonês abandonou sua 
meta de atingir um superá-
vit no balanço primário, de-
finido como um saldo entre 
os gastos do governo, ex-
cluindo custos decorrentes 
de dívidas, e a arrecadação, 
até o ano fiscal de 2020. 
Agora discussões sobre a 
criação de um plano para a 
reabilitação fiscal do Japão 
até junho deste ano estão em 
pleno vapor. Como conter 
os crescentes gastos, prin-
cipalmente com seguridade 
social, foi o foco do debate 
realizado nesta quinta-feira 
pelo Conselho sobre Políti-
cas Econômicas e Fiscais do 
governo japonês. Hoje para 
o Comentário, conversamos 
com Keiji Kanda, econo-
mista do Instituto de Pes-
quisas Daiwa. Começamos 
perguntando a ele qual é o 
principal aspecto da reabili-
tação fiscal do Japão.
Kanda diz: “O primeiro 
aspecto a ser observado é 
como reformar gastos. O 
governo vai conseguir con-
ter o ritmo de aumento dos 

gastos gerais limitando-os a 
cerca de 15 bilhões de dó-
lares ao longo de um perí-
odo de 3 anos até o ano fis-
cal de 2018. Acho que esta 
é uma grande conquista, e 
eu também concordo com 
as ordens dadas durante a 
reunião de quinta-feira pelo 
primeiro-ministro Shinzo 
Abe aos ministérios rele-
vantes, no sentido de conter 
o aumento dos gastos com 
seguridade social.
O segundo aspecto a ser 
monitorado é a arrecada-
ção. O novo plano de re-
abilitação fiscal será feito 
com base no suposto au-
mento de 10%, planejado 
para outubro de 2019, do 
imposto sobre consumo do 
Japão. Contudo, o governo 
de Abe adiou um aumento 
do imposto que havia sido 
planejado para 2016 devi-
do a preocupações sobre as 
perspectivas econômicas. 
Acho que deveríamos ficar 
atentos para ver se o aumen-
to planejado para o ano que 
vem será mesmo implemen-
tado.

A terceira questão é quando 
conseguiremos chegar a um 
superávit do balanço primá-
rio. Acho que a meta a ser 
estabelecida deverá ser por 
volta de 2025, mas como a 
inicial era para 2020, adiá-la 
por cinco anos pode ser uma 
decisão arriscada. Atualmen-
te o Japão está passando por 
uma expansão econômica 
prolongada, que será a mais 
longa da história do país se 
continuar até o ano que vem. 
Contudo, é bastante impro-
vável que esta expansão con-
tinue por outros seis anos. 
Por isso, acho que o gover-
no deveria implementar re-
formas contundentes tanto 
sobre os gastos como sobre 
a arrecadação, para que o Ja-
pão consiga atingir superávit 
de balanço primário antes de 
2025.”
Como o Japão pode cortar os 
gastos fiscais?
O economista prossegue: “O 
foco deve estar nos gastos 
com seguridade social, um 
fator principal do déficit fis-
cal do Japão. Nada pode ser 
feito a respeito do aumento 

Funcionários do Banco 
Asiático de Desenvolvi-
mento esperam um cresci-
mento de 6% para os países 
emergentes da região, em 
2018. Trata-se de um módi-
co recuo em relação ao va-
lor do ano passado, mas os 
funcionários alertam sobre 
o potencial impacto de po-
líticas comerciais dos Esta-

Um japonês de 112 anos 
de idade foi reconhecido 
como o homem mais velho 
do mundo.
Masazo Nonaka, morador 

nos gastos com saúde e as-
sistência aos idosos devido 
ao envelhecimento da socie-
dade, e tais gastos precisam 
ser cobertos principalmen-
te pelo governo. Contudo, 
gostaria de salientar que o 
recente aumento nos custos 
médicos e de assistência aos 
idosos resulta não apenas do 
envelhecimento da socie-
dade como também de um 
aumento no uso de medica-
mentos e tratamentos caros. 
Até que ponto esses gastos 
devem ser cobertos pelo se-
guro público de saúde, e se 
o preço desses medicamen-
tos e tratamentos está corre-
to são fatores que precisam 
ser cuidadosamente avalia-
dos como parte dos esforços 
para conter as despesas.
O governo central também 
está de olho nas finanças 
dos governos regionais, in-
centivando as autoridades 
locais a investir em obras de 
infraestrutura que estão fi-
cando velhas, como pontes 
e túneis, de um modo eco-
nômico. Deveriam ser feitos 
esforços como estes, fora do 
setor de seguridade social.”

Economia (12/04/2018)

Sociedade (11/04/2018)

Banco Asiático de Desenvolvimento 
prevê crescimento de 6% para 
economias emergentes da região

Japonês é certificado o homem mais 
velho do mundo

dos Unidos.
Eles disseram que o cresci-
mento econômico da China 
deve desacelerar em um ter-
ço de um ponto percentual 
na base anual para 6,6% de-
vido, em parte, a um certo 
aperto monetário.
Por outro lado, os funcio-
nários do Banco Asiático 
de Desenvolvimento têm 

da ilha de Hokkaido, no 
norte do Japão, recebeu ter-
ça-feira seu certificado do 
Guinness World Records.
Nonaka nasceu em julho de 

uma perspectiva mais posi-
tiva para a Índia. Projetam 
um crescimento de 7,3%. A 
desregulamentação e refor-
mas tributárias devem ace-
lerar o ritmo de expansão 
do país.
Para o Sudeste Asiático, as 
autoridades preveem um 
crescimento de 5,2%, com 
base no robusto consumo 

1905. Ele se alimenta três 
vezes por dia, gosta de as-
sistir a sumô e programas 
musicais na televisão.
Seu bisneto de 20 anos de 

O ministro da Agricultura 
do Japão, Ken Saito, disse 
que foi encontrado em seu 
ministério um documento 
relacionado ao controverso 
projeto de estabelecimento 
de uma escola veterinária na 
província de Ehime. A esco-
la é operada pela Instituição 

Educacional Kake, dirigida 
por um amigo próximo do 
premiê Shinzo Abe.
O documento cita o conte-
údo do encontro, quando 
autoridades de Ehime e re-
presentantes da instituição 
visitaram o gabinete do pre-
miê há 3 anos para discutir a 

abertura da escola.
O documento inclui a des-
crição do projeto como “um 
fato relacionado ao primei-
ro-ministro”, a qual foi cita-
da pelo então secretário de 
Abe, Tadao Yanase.
O anúncio de Saito acontece 
após o secretário-chefe do 

Documento relacionado à controversa criação de 
escola veterinária é encontrado no Ministério da 
Agricultura do Japão

Política (13/04/2018)

gabinete, Yoshihide Suga, 
ter dito a repórteres nes-
sa semana, que o governo 
não tinha conhecimento da 
existência de tal documen-
to. Suga havia manifestado 
também a intenção de pe-
dir a ministérios e agências 
do governo relevantes para 
conduzir buscas.

No Japão, as autoridades 
estão correndo contra o 
tempo nas buscas após um 
deslizamento de terra no su-
doeste do país. O corpo de 
um homem de 45 anos de 
idade foi encontrado.
Pelo menos outras cinco 
pessoas permanecem desa-
parecidas, todas mulheres 
com idades entre 21 e 90 
anos. A polícia da cidade 
de Nakatsu, província de 
Oita, disse que recebeu um 
chamado na manhã de quar-
ta-feira informando que o 

Desastre Natural (11/04/2018)

Deslizamento de terra no 
sudoeste do Japão deixa 
ao menos 1 morto e 5 
desaparecidos

deslizamento cobriu três 
residências.
De acordo com a polí-
cia da região, o desliza-
mento percorreu cerca 
de 100 metros. A lama 
cobre uma área de 200 
metros de largura.
Membros da Força Ter-
restre de Autodefesa fo-
ram chamados para aju-
dar.
Não há informações so-
bre a causa do desliza-
mento.

pessoal e investimentos es-
trangeiros.
Os economistas do Banco 
Asiático de Desenvolvi-
mento estão preocupados 
quanto ao impacto sobre o 
crescimento regional, caso 
o Federal Reserve, o banco 
central americano, eleve as 
taxas de juros em um ritmo 
mais rápido do que o espe-
rado.
Isso ocorre além da ad-
vertência deles quanto ao 
possível aumento do atrito 
comercial devido à postura 
protecionista do presidente 
americano Donald Trump.

idade disse que é maravilho-
so que seu bisavô ainda pos-
sa se comunicar com outras 
pessoas com clareza.
Os representantes do Guin-
ness disseram que estão 
agora procurando a nova 
pessoa mais velha do mun-
do. A detentora anterior do 
recorde, uma jamaicana de 
117 anos de idade, faleceu 
no ano passado.
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統と
う

領り
ょ
うに
人じ

ん

身し
ん

保ほ

護ご

令れ
い

（
Ｈ
Ｃ
）
を
適て

き

用よ
う

す
る
か
ど
う

か
の
審し

ん

議ぎ

が
行お

こ

な
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
触ふ

れ
、
そ
の
時じ

点て
ん

で
の
投と

う

票ひ
ょ
う

数す
う

が
１
対た

い

３
で
適て

き

用よ
う

反は
ん

対た
い

が
優ゆ

う

勢せ
い

で
あ
る
こ
と

に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
た
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

は
、
汚お

職し
ょ
くと
は
対た

い

極き
ょ
くと
も
い

え
る
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通と

お

し
て

健け
ん

全ぜ
ん

な
る
日に

本ほ
ん

の
精せ

い

神し
ん

性せ
い

を

伝つ
た

え
、
建け

ん

国こ
く

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
」

と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。「
今こ

ん

回か
い

の
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
は
私

わ
た
し

達た
ち

の
世せ

代だ
い

の
手て

本ほ
ん

と
し
て
活か

つ

動ど
う

し
続つ

づ

け
て
欲ほ

し
い
」
と
語か

た

り
か
け
た
。

　

同お
な

じ
く
来ら

い

賓ひ
ん

と
し
て
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
ポ
語ご

で
挨あ

い

拶さ
つ

。
昨さ

く

年ね
ん

１
０

月が
つ

の
着

ち
ゃ
く

任に
ん

か
ら
聖せ

い

州し
ゅ
う

各か
く

地ち

の

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
同ど

う

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
各か

く

地ち

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

の
ス
ポ
ー
ツ
設せ

つ

備び

の
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

ぶ

り
に
目め

を
み
は
っ
た
こ
と
を
明あ

か
し
、「
ブ
ラ
ジ
ル
の
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

家か

の
多お

お

さ
に
も
感か

ん

激げ
き

し
た
。
日に

本ほ
ん

に
は
約や

く

１
８
万ま

ん

人に
ん

だ
が
、

伯は
っ

国こ
く

に
は
な
ん
と
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

。
こ
の
数す

う

字じ

を
見み

る
だ
け

で
も
伯は

っ

国こ
く

の
ス
ポ
ー
ツ
分ぶ

ん

野や

に
お
け
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
貢こ

う

献け
ん

が
わ
か
る
。
今こ

ん

後ご

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
ス
ポ
ー
ツ
分ぶ

ん

野や

に
お

け
る
活か

つ

動ど
う

も
支し

援え
ん

を
続つ

づ

け
た

い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

本ほ
ん

紙し

の
高た

か

木き

ラ
ウ
ル
社し

ゃ

長
ち
ょ
う

も
賞し

ょ
うの
由ゆ

来ら
い

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、「
小ち

い

さ
い
が
長な

が

い
歴れ

き

史し

と
重お

も

み
が

あ
る
賞し

ょ
う」
と
説せ

つ

明め
い

、
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

を
贈お

く
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

ら
に
記き

念ね
ん

プ
レ
ー
ト
と
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

発は
っ

刊か
ん

の
書し

ょ

籍せ
き

が
贈お

く

ら
れ

た
。
特と

く

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

最さ
い

年ね
ん

少し
ょ
う

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

、レ
ベッ
カ・

ジ
ニ
ー
ス
・
ラ
ウ
ジ
ー
ノ
さ

ん
（
１
７
）、
陸り

く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

で

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
松ま

つ

田だ

夫ふ

妻さ
い

、
相す

も

撲う

競き
ょ
う

技ぎ

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
うの

尾お

迫ざ
こ

幸こ
う

平へ
い

さ
ん
ら
に
は
会か

い

場
じ
ょ
う

の
親し

ん

族ぞ
く

や
友ゆ

う

人じ
ん

か
ら
元げ

ん

気き

の

よ
い
歓か

ん

声せ
い

が
飛と

ん
だ
。
尾お

迫ざ
こ

さ
ん
に
は
９
人に

ん

の
孫ま

ご

の
１
人り

、

フ
ェ
リ
ッ
ペ
く
ん
（
１
４
）
か

ら
特と

く

製せ
い

の
金き

ん

色い
ろ

の
力り

き

士し

像ぞ
う

が

贈お
く

ら
れ
た
。

　

全す
べ

て
の
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
賞し

ょ
う
が
渡わ

た

さ
れ
る
と
、
卓た

っ

球き
ゅ
う

競き
ょ
う

技ぎ

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
オ
ヤ
マ
・
タ
ロ
ウ
・

ル
イ
ス
さ
ん
が
代だ

い

表ひ
ょ
う

挨あ
い

拶さ
つ

と

し
て
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
た
。

　

カ
カ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

の
挨あ

い

拶さ
つ

後ご

に

下し
も

本も
と

氏し

は
、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

や
来ら

い

賓ひ
ん

、
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
活か

つ

動ど
う

を
称た

た

え
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

や
そ
の
子し

孫そ
ん

が
ス
ポ
ー
ツ
分ぶ

ん

野や

の
活か

つ

動ど
う

を
通と

お

し
伯は

っ

国こ
く

の
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

に
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

や
そ
の
精せ

い

神し
ん

を
伝つ

た

え

て
き
た
こ
と
を
、
州

し
ゅ
う

議ぎ

現げ
ん

役え
き

時じ

代だ
い

を
思お

も

わ
せ
る
よ
う
な
力

ち
か
ら

の
入は

い
っ
た
演え

ん

説ぜ
つ

を
し
た
。

　
「
今

き
ょ
う

日
は
皆み

な

さ
ん
に
祝い

わ

い
の

言こ
と

葉ば

を
贈お

く

り
た
い
。
そ
の
誇ほ

こ

り
高た

か

い
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
欲ほ

し

い
」
と
熱あ

つ

く
語か

た

り
か
け
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

的て
き

な
精せ

い

神し
ん

が
伯は

っ

国こ
く

の
建け

ん

国こ
く

に
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
あ
る
こ
と
を
熱ね

つ

弁べ
ん

し
た
。

　

そ
の
後ご

「
幸し

あ
わ
せ
は
長な

が

く
、

話は
な
しは
短み

じ
かく
」
と
笑わ

ら

い
を
取と

っ
て

終お

え
る
と
、
会か

い

場じ
ょ
うか
ら
大お

お

き

な
拍は

く

手し
ゅ

が
贈お

く

ら
れ
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
や
テ
ニ
ス
、
陸り

く

上じ
ょ
うで
汗あ

せ

を
流な

が

す
健け

ん

康こ
う

的て
き

な
生せ

い

活か
つ

が
放ほ

う

送そ
う

さ
れ
る
な
ど
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
外そ

と

で
も
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び

た
。

　

式し
き

後ご

、
イ
ギ
ネ
ス
さ
ん
は

「
と
て
も
感か

ん

動ど
う

、
涙な

み
だ
が
出で

た

ほ
ど
よ
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
、

ア
ン
ト
ニ
オ
さ
ん
は
「
美う

つ
く
し

い
賞し

ょ
う
を
貰も

ら

え
て
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し

い
。
健け

ん

康こ
う

の
限か

ぎ

り
ス
ポ
ー
ツ

を
続つ

づ

け
た
い
」
と
喜よ

ろ
こ

び
を

語か
た
っ
た
。

　

友ゆ
う

人じ
ん

で
あ
る
清し

水み
ず

夫ふ

妻さ
い

の
祝い

わ

い
に
駆か

け
つ
け
た
伯は

っ

国こ
く

陸り
く

軍ぐ
ん

の
元も

と

少し
ょ
う

将し
ょ
う

小お

原ば
ら

彰
あ
き
ら

さ
ん
（
７
８
、
二に

世せ
い

）
は
、

「
本ほ

ん

当と
う

に
す
ご
い
こ
と
。

８
４
、９
０
歳さ

い

に
な
っ
て
も
頭

あ
た
ま

の
回か

い

転て
ん

は
速は

や

い
し
、
毎ま

い

日に
ち

あ

ち
こ
ち
に
外が

い

出し
ゅ
つす
る
な
ど
精せ

い

力り
ょ
く

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

し
て
い
る
」
と

驚お
ど
ろき
を
語か

た
っ
た
。

　

松ま
つ

井い

夫ふ

妻さ
い

は
現げ

ん

在ざ
い

も
Ａ
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ａ
で
５
歳さ

い

以い

下か

の
子こ

供ど
も

た
ち
を
教お

し

え
て
お
り
、
同ど

う

文ぶ
ん

協き
ょ
うに
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
る
。

昨さ
く

年ね
ん

同ど
う

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
６
７
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
際さ

い

に
は
夫ふ

妻さ
い

の
功こ

う

績せ
き

を
讃た

た

え

る
た
め
陸り

く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
うに
松ま

つ

田だ

夫ふ

妻さ
い

の
名な

前ま
え

が
付つ

け
ら
れ
、

銅ど
う

像ぞ
う

が
建こ

ん

立り
ゅ
うさ
れ
た
。

　

孟た
け
し
さ
ん
は
「
陸り

く

上じ
ょ
うを
通と

お

し

て
で
き
た
友ゆ

う

人じ
ん

、
健け

ん

康こ
う

で
い

ら
れ
る
な
ど
嬉う

れ

し
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
。
今

き
ょ
う

日
は
喜よ

ろ
こ
ん
で

　

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
うで
は
夫ふ

う

婦ふ

の

陸り
く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

者し
ゃ

が
２
組く

み

受じ
ゅ

賞し
ょ
う。松ま
つ

田だ

孟た
け
し（
８
３
）、

敏と
し

江え

（
７
４
）
夫ふ

妻さ
い

、

清し

水み
ず

ト
ミ
ヒ
コ
・
ア
ン

ト
ニ
オ
（
９
０
）、ミ
ツ・

イ
ギ
ネ
ス
（
８
６
）
夫ふ

妻さ
い

だ
。

　

清し

水み
ず

夫ふ

妻さ
い

は
現げ

ん

在ざ
い

ま

で
に
７
０
０
も
の
メ
ダ

ル
を
受う

け
取と

っ
た
ほ
か
、

昨さ
く

年ね
ん

末ま
つ

に
は
グ
ロ
ー
ボ
・

エ
ス
ポ
ル
テ
番ば

ん

組ぐ
み

で
大お

お

き
く
取と

り
上あ

げ
ら
れ
、

帰か
え

る
」
と
笑わ

ら

っ
た
。

ま
た
敏と

し

江え

さ
ん
は

「
健け

ん

康こ
う

で
あ
る
限か

ぎ

り

指し

導ど
う

を
続つ

づ

け
、
子こ

供ど
も

達た
ち

に
は
ス
ポ
ー
ツ
を

通と
お

し
て
人ひ

と

と
し
て
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
を
学ま

な

ん
で

欲ほ

し
い
」
と
期き

待た
い

し

た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
会か

い

長ち
ょ
うの
サ
イ
ト
ウ
・
ノ

リ
コ
さ
ん
は
夫ふ

妻さ
い

の

活か
つ

動ど
う

に
つ
い
て
、「
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

子こ

供ど
も

達た
ち

を
指し

導ど
う

し

て
、
倫り

ん

理り

や
道ど

う

徳と
く

観か
ん

な
ど
と

い
っ
た
人じ

ん

生せ
い

に
必ひ

つ

要よ
う

な
こ
と
も

教お
し

え
て
く
れ
て
い
る
。
３
６

年ね
ん

間か
ん

指し

導ど
う

し
続つ

づ

け
て
く
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
願ね

が

い
し
た
い
」
と
語か

た
っ
た
。

第だ
い

５
５
回か

い

パ
ウ
リ
ス
タ
・
ス

ポ
ー
ツ
賞

し
ょ
う

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
故こ

竹た
け

内う
ち

憲け
ん

一い
ち
さ
ん
。
憲け

ん

一い
ち
さ
ん
が

ブ
ラ
ジ
ル
三み

重え

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
剣け

ん

道ど
う

部ぶ

を
創そ

う

設せ
つ

し
、
以い

来ら
い

夫ふ
う

婦ふ

で
指し

導ど
う

に
あ
た
っ
た
。
竹た

け

内う
ち

さ
ん
は
現げ

ん

在ざ
い

も
同ど

う

部ぶ

顧こ

問も
ん

と

し
て
活か

つ

動ど
う

を
支さ

さ

え
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年ね

ん

に
亡な

く
な
っ

た
夫お

っ
と
に
続つ

づ

き
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
竹た

け

内う
ち

さ
ん
は
、「
私わ

た
しは
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
な
い

と
思お

も
っ
て
い
た
が
驚お

ど
ろい
た
」
と

語か
た
っ
た
。

　

ま
た
「
剣け

ん

道ど
う

は
単た

ん

に
棒ぼ

う

で

人ひ
と

を
叩た

た

く
こ
と
で
は
な
い
。

我わ
れ
わ
れ

々
は
道ど

う

と
し
て
の
〃
剣け

ん

道ど
う

〃
を
教お

し

え
る
の
で
、
技ぎ

術
じ
ゅ
つ

だ
け
で
な
く
精せ

い

神し
ん

性せ
い

を
正せ

い

確か
く

に
伝つ

た

え
た
い
。
一い

っ

世せ
い

と
し
て
本ほ

ん

当と
う

の
剣け

ん

道ど
う

を
伯は

っ

国こ
く

で
普ふ

及き
ゅ
うさ

せ
た
い
」
と
熱あ

つ

く
意い

気き

込ご

み

を
語か

た
っ
た
。
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特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
う

の
将し

ょ
う

棋ぎ

で
川か

わ

合い

さ
ん

「
ブ
ラ
ジ
ル
で
競き

ょ
う

技ぎ

普ふ

及き
ゅ
う

を
」

特
とく

別
べつ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

した松
まつ

田
だ

孟
たけし

、敏
とし

江
え

夫
ふ

妻
さい

特
とく

別
べつ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

した東
ひがし

美
み

代
よ

子
こ

さん

特
とく

別
べつ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

した尾
お

迫
ざこ

幸
こう

平
へい

さん

特
とく

別
べつ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

した清
し

水
みず

アントニオ、イギネス夫
ふ

妻
さい

特
とく

別
べつ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

した川
かわ

合
い

昭
あきら

さん

受
じゅ

賞
しょう

したダニエル・ファウスト・デル・アキーラさん

受
じゅ

賞
しょう

した竹
たけ

内
うち

大
た

惠
え

子
こ

さん

受
じゅ

賞
しょう

したアルヴァロ・ヤマカワさん（右
みぎ

）

受
じゅ

賞
しょう

したジョアン・ヨリトシ・トライワさん

受
じゅ

賞
しょう

したアンテノル・ユウゾウ・サトウさん 受
じゅ

賞
しょう

したマリナ・フラヴィア・サイエヴァさん

受
じゅ

賞
しょう

したアンドレ・カズヨシ・キリハラさん 受
じゅ

賞
しょう

したルイス・タロウ・オヤマさん

受
じゅ

賞
しょう

したグスタヴォ・ワタナベ・シマブクロさん 受
じゅ

賞
しょう

したレベッカ・ジニース・ラウジーノさん

受
じゅ

賞
しょう

したパウロ・ロベルト・ケンイチ・キヨナガさん 受
じゅ

賞
しょう

した清
きよ

原
はら

みどりさん

受
じゅ

賞
しょう

したマリオ・マサヒロ・ヌマダさん

特
とく

別
べつ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

した小
お

野
の

恵
けい

全
ぜん

さん

　

将
し
ょ
う

棋ぎ

部ぶ

門も
ん

で
特と

く

別べ
つ

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞
し
ょ
う

し
た
川か

わ

合い

昭あ
き
らさ
ん
（
８
３
、
秋あ

き

田た

県け
ん

）
は
「
伯は

っ

国こ
く

で
将

し
ょ
う

棋ぎ

を
普ふ

及き
ゅ
うさ
せ
た
い
」
と
今こ

ん

後ご

の
意い

気き

込ご

み
を
述の

べ
、「
日に

本ほ
ん

で
は
藤ふ

じ

井い

聡そ
う

太た

六ろ
く

段だ
ん

の
活か

つ

躍や
く

が
話わ

題だ
い

に
な
る
な
ど

『
将

し
ょ
う

棋ぎ

フ
ィ
ー
バ
ー
』
の
真ま

っ
只た

だ

中な
か

。

伯は
っ

国こ
く

で
も
有ゆ

う

名め
い

な
チ
ェ
ス
選せ

ん

手し
ゅ

が
将

し
ょ
う

受
じゅ

賞
しょう

した山
やま

口
ぐち

定
さだ

次
つぐ

さん

受
じゅ

賞
しょう

した山
やま

内
うち

盛
もり

宏
ひろ

さん受
じゅ

賞
しょう

したルシア・レイコ・スミカワさん

受
じゅ

賞
しょう

したセシリア・カズヨ・ヒガシさん

棋ぎ

を
は
じ
め
た
り
し
て

い
る
」
と
伯は

っ

国こ
く

将し
ょ
う

棋ぎ

会か
い

の
傾け

い

向こ
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し

た
。

　

相す
も

撲う

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
うの
尾お

迫ざ
こ

幸こ
う

平へ
い

さ
ん
（
９
１
、

鹿か

児ご

島し
ま

）
は
パ
ウ
リ
ス

タ
・
ス
ポ
ー
ツ
賞し

ょ
う
に
つ

い
て
「
こ
う
い
っ
た
賞

し
ょ
う

で
ど
ん
ど
ん
ス
ポ
ー
ツ

を
盛も

り
上あ

げ
る
べ
き
だ

と
つ
く
づ
く
思お

も

っ
て
い

る
」
と
語か

た

り
、「
聖せ

い

市し

で
も
っ
と
若わ

か

い
力り

き

士し

が

増ふ

え
る
よ
う
力ち

か
ら

を
入い

れ
た
い
」
と
伯は

っ

国こ
く

相ず
も

撲う

へ
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
誓ち

か
っ
た
。
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